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    とある日曜日の風景


    



    「よ。おっせーぞ」


    「時間ぴったりですよ。ＧＪグツジヨ部ぶ時間でなくたって」


    　いつもの日曜日。いつものファミレス。


    　しかし今日はいつもと違っていた。フルメンバーが揃そろっている。


    「わたしら。もう二時間前から来てるんだが」


    「そっちもぴったりじゃないですか。ＧＪ部時間で」


    「そりゃま。そーだが」


    　部長はぽりぽりと頭を掻かいた。僕は彼女のことは、心のなかだけでこっそり〝部長〟と呼ぶことにしている。


    　ちなみに〝ＧＪ部時間〟というのは、待ち合わせに前後二時間ずつの幅はばを許きよ容ようするような、そんなゆるやかな流れの時間のこと。たとえばＧＪ部時間で〝十二時〟といったなら、それは午前十時から午後二時までの間あいだのことをさす。


    「おまえ、おっせーから、もう昼ひる飯めし、頼んじまったから」


    「なんか全員で会うと変な感じがしますよね」


    　僕は四人掛けのボックス席の空あいているひとつに腰こしを下おろした。紫し音おんさんのとなり。部長の向かい。綺き羅ら々らの斜はす向むかい。みんな女じよ子し大生になって大きく変わったことが一つあった。服だ。みんなとても大人おとなっぽい。まあ部長だけは……、お子様ランチのためにロリポップなんだけど。


    「てゆうか。わたしはおまえが敬語使ってると変な感じがするんだが」


    「えっ？　そうですか？　部長やってないときって、僕、こうですよ」


    「おまえ。わたしと二人のときとか、しょっちゅうハミ出してるぜ？　オレマンが」


    「えっ？　ほんとですか？　えーっ？」


    「あれはやっぱ気づいてねーのか……。オレオレ言ってるのは……」


    「ん。いう。きょうや。おれおれ。」


    　綺羅々にまでそう証言される。自じ覚かくがまったくなくて、びっくりする。


    「えーっ？　僕が素すに戻れるのって、皆といるときだけなんですけどー」


    「もはや素がオレマンになってたりしてな」


    「やですよー。やだなー」


    「ううん……んっ」


    　と、そこで紫音さんが咳せき払ばらいをしてくる。


    「ずるいな。私のときには常つねに敬語でなおかつ〝僕〟だよ」


    「フフン。わたしゃ呼び捨てもされてるぞ。〝真ま央お〟──ってさ」


    「わかりました。これから真ま央おちゃんって呼びますよ」


    「なっ──却きやつ下かだ！　おまえ目め上うえかつ年ねん長ちよう者しやに対して〝ちゃん〟付けなどと──」


    「ああほら真央ちゃん。お子様ランチきたよー。よかったねー。旗はたも立ってるよー」


    「わぁい♡　まおうれしー♡」


    　スプーンを子供握にぎりしてお子様ランチにパクついているあいだ、部長はたいへん静かになった。綺き羅ら々らもマンガ肉をもしゃもしゃと食べている。


    　てゆうか。なんでこんな普通のファミレスにマンガ肉が……？


    「部活のほうはどうだい？」


    　紅茶を一人静かに嗜たしなみながら、紫し音おんさんがそう訊きいてきた。


    「うちのほうはまあだいたいいつも通りです。中等部のほうは、すごい賑にぎやかみたいですよ。霞かすみだけじゃなくて、ジルちゃんも聖せい羅らちゃんもいますから。このあいだのハロウィンのときには負かされちゃいました。キョロ子には責任取ってもらって不思議な踊りをやらせました」


    「横おう暴ぼうダー。横暴部長ダー。キョロ子、かわいそー」


    「ＧＪグツジヨ部ぶの伝統ですね。横暴じゃない部長なんてＧＪ部には不要です。それから〝キョロ〟の名を継ぐ者は不ふ遇ぐうなポジションでいいんです」


    「かく言う君ももうすぐ卒業だね」


    「ええ。だけど大丈夫です。立派に育成してますから」


    　後こう輩はいの顔を思い浮かべて、僕は、にまりと笑った。


    「中等部の話を聞きたいね。これもずるいんだ。みんなは妹がいるから」


    「ああでも紫音さんにも弟できたじゃないですか。仁じん君でしたっけ？」


    「ああうん。可愛かわいいね。彼は本当に」


    「妬やけちゃいますね」


    「おや。妬いてもらえるのかい？　光こう栄えいだね」


    「とりあえず彼に伝えておいてもらえますか。奪うばってゆく君を十発でいい殴なぐらせろと」


    「こわー！　こわー！　横暴ダー！　横暴部長ダー！」


    「もちろん冗談ですよ。てゆうか。霞の話を聞いていると、殴らなきゃならないのはむしろもう一人のオスガキのほうで──」


    「オスガキとかゆった！　こええぇ！」


    　オーバーなアクションをする部長に、僕は笑った。だけどやっぱりちょっとオレマンが素すになってきているのかも……？　やばいやばいやばい。


    　皆でひとしきり笑ったあとで──。紫音さんが目め尻じりの涙を拭ぬぐってから、こちらに向いた。


    「もっとシスターズたちの話を聞きたいな」


    「ええ。もちろん」


    　霞から漏もれ伝わってくる逸いつ話わの数々を、僕は話しはじめた。
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    愛称・霞


    



    「なんと！　大変なことを忘れておりましたっ!!」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　霞かすみの突然の奇き声せいが、いつものように響ひびき渡る。


    　それぞれの作業の手を止とめて、皆はそれぞれの顔を霞へと向ける。


    「どうしたんですの？　霞さん？　なにが大変なんですの？」


    　まず訊きいていったのは聖せい羅ら。頭の片かた側がわにいつも付けてる狐きつね面めんが、こっくりとうなずく。


    　もう一年近くも付き合ってきて、だいたいみんな了解している。


    　霞が奇声を張りあげたなら、それは〝部活動〟のはじまりなのだと。


    「もう一年くらいになるよねっ！　みんなで部活はじめて！　なのにあたしってば！　忘れてたのー！」


    「だからなんなんだっての。おいカスミ」


    『霞ちゃん。なになにー？　言って言ってー？』


    「はい？　紅茶ですか？」


    「ああ違うんです小こ森もりさん。いつもの発ほつ作さです」


    「はい。了解しました」


    　ジンジンに説明された小森さんが、またサスペンドに落ちるのを待って──聖羅が霞に顔を戻す。


    「霞さん。──なんですの？」


    「みんなの愛あい称しよう！　まだ決めてなかったーっ！」


    「はい？」


    「だから愛称ーっ！」


    「ええと……」


    　聖羅は小こ首くびと狐面とを、しばし傾かしげて──そして口を再び開ひらいた。


    「すでに愛称ついてません？　これはジンジンで、これはケンケンではありませんの？」


    「先せん輩ぱい。人を指差すのと〝これ〟あつかいは勘かん弁べんしてくださいよ。──ところで愛称ですが。天あま使つか先輩などは四しノの宮みや先輩からたまに〝セラちん〟とか呼ばれてますよね。ジル先輩は本名がジェラルディンなわけですから、ジルというのはもうそのまま愛称であるわけで」


    　ジンジンも釈しやく然ぜんとしない顔で、そう尋たずね返す。


    「それはちがうよ名前だよ。だってジンジンもケンケンも仁じんと健けん太たで、まんまじゃない。セラちんもジルちゃんも。──愛称っていったら、もっとこー、変なののことだもん！」


    「よくわかりませんが」


    「だから、愛あい称しようっていったら、基本、本人が嫌いやがるようなやつのこと！」


    「ああ。あだ名のことですね」


    　ようやく〝霞かすみルール〟が判明する。ジンジンばかりでなく、皆の顔にも納なつ得とくが浮かんだ。


    「じゃあ……、まず霞さんから？」


    「ケツデカー」


    　真っ先に名乗りをあげたのがケンケンだった。そして真っ先に血ち祭まつりにあげられている。ウメボシ十五秒。最近はお仕置きメニュー表ができあがっていて、そこにはきっちり「ケツデカ：ウメボシ十五秒」と書いてあったりする。


    「それは……やっ！」


    　霞はぷいっとそっぽを向いた。


    「おまえいま、イヤなのがあだ名なんだって──ゆーたじゃん」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいは、昔、どんなあだ名をもらってました？」


    「ええと。〝ガッツン〟……だとか？」


    「なんですかそれ？」


    「しらない。なんでガッツンなのか。みんな教えてくれないのー」


    「ああまあ。なんとなくわかるような気もしますけど……」


    「えーっ？　なぜ？　なんなの？　なんでなの？　わかるならジンジン教えて！」


    「カスミおまえひょっとして石いし頭あたま？　ヘッドバットとか、ガッツンガッツン、男だん子しにかませていたりする派は？」


    「あーうん？　そーだったかもー？　よく泣かしたよ？　なんで男子ってあんなにすぐ泣くのかな？」


    「それだーッ！」


    　そんな会話を交かわす三人を、聖せい羅らとジルの二人はすこし距きよ離りを取って、うらやましそうに見ている。聖羅のほうは友達が少なかった派。そういう仲にまで踏ふみこんできてくれる友達は、このＧＪグツジヨ部ぶに入って初めてできた派。ジルのほうはカナダ育ちで文化が違った派。


    「ということでジル先輩と天あま使つか先輩は、四ノ宮先輩に付けるならどんなあだ名を付けますか？」


    　女性に優やさしいジンジンのこと。そんな二人のことを決して見過ごさない。


    「え……っと……」


    　と聖羅は困った目線を小こ森もりさんに向けるが、サスペンド中の彼女は当然起きてこない。


    「……ゲンキ二重丸？」


    　うむっ。と皆が腕うで組ぐみをしてうなずく。なかなかに趣おもむきのある〝あだ名〟であった。


    　つぎにジルが、ぱたりとホワイトボードを立てかけて、自分の考えた〝あだ名〟を発表。


    『しちねんごろし』


    　このあだ名の評価をめぐって、ＧＪ部内では派は閥ばつが生まれた。
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    愛称・聖羅


    



    「次はわたくしの番ですわね」


    　長い黒くろ髪かみを払って聖せい羅らが言う。


    　ＧＪグツジヨ部ぶでは〝ローテーション〟なるものがある。霞かすみに始まり、聖羅、ジル、ジンジンと続いてゆく。ケンケンの番はあったりなかったり。飛ばされることも多い。


    「はいはいはいはい！　俺おれ俺俺俺！」


    　ケンケンが真っ先に手を挙あげる。


    「さあいらっしゃいな。どうせ〝コワい女〟とか言うのでしょう？　心の準備は出来ておりますわよ」


    　聖羅は余よ裕ゆうの笑みで迎え撃うつ。


    　ケンケンは手を下おろして、口を開ひらいた。


    「インケン！」


    「んなっ──!?」


    　聖羅の笑みは、一瞬にして吹き飛んでしまう。


    「わっ──わたくしの！　いったいどこが陰いん険けんだというんです！　お言いなさい！　さあお言いなさい！」


    　ケンケンの肩に手を掛けて、聖羅は前後左右に揺ゆさぶった。ケンケンは首を前後左右にがくんがくん揺さぶられながら、てへっ、と舌したを出している。


    「なんですかそうですか。言えないのですか。根こん拠きよもなく言っていたのであれば呪のろいますよ!?」


    「呪い女」


    「きーっ！」


    「すげえ俺。〝きーっ〟とかはじめてきいた」


    「悪口を言わせたら健けん太たの右に出る者はいないですね。なんといいますか。欠点を的てき確かくにえぐるとでもいいますか」


    「ジンジン！　なんですの貴方あなたまで？　否定しなさい。擁よう護ごしなさい。わたくしは陰険でもなく、人を呪ったりはしないのだと」


    「いま天あま使つか先せん輩ぱいご自分で言ってたところじゃないですか。〝呪いますわよ〟と」


    「セラちゃんすっごく嫌いやがってるねー」


    　霞がちょっとびっくりした目で親友を見ている。新たな一面を発見したという顔。


    「嫌ですわ。当然ですわ」


    「じゃそれで」


    「いま嫌と言いました」


    「でもねー。セラちゃん。〝あだ名〟の定義からするとー。本人が嫌いやでないと〝あだ名〟じゃないってことになるしー。あたしの〝しちねんごろし〟だってー。ワケわかんないしー」


    『〝しちねんごろし〟はこうだよ。霞かすみちゃん』


    「こう？」


    　ジルに言われた霞は、両手を合わせてピストルの形を作る。


    『それで男だん子しやっつけるのー。霞ちゃん自分で言ってたじゃない』


    「そだっけ？」


    『うん。二年前。小六のとき。教えてくれたの霞ちゃんだよー』


    「そだっけ？」


    「いまは天あま使つか先せん輩ぱいのターンですよ。〝しちねんごろし〟の話はいいですから」


    「そだった」


    「陰いん険けんも呪のろい女も却きやつ下かですわ。もっと素す敵てきな愛あい称しようをさあ出しなさい」


    「残念ジャージ」


    「んなっ──!?」


    　と、反射的に絶ぜつ句くした聖せい羅らであったが──。すぐにきょとんと小こ首くびを傾かしげる。


    「──って。よくよく考えてみれば。どこが残念なんですの？　ジャージいいじゃありませんか。楽ですし。汚よごれませんし」


    「あれは汚れていないんじゃなくて汚れても目立たないだけだと思うよ」


    　しばらく前にゲームにハマっていた頃。聖羅はジャージ姿で部室に来ていたことがある。その格かつ好こうで部活に出てくるということは、その格好で登校してきているということでもある。


    「やっぱ。セラちゃんって……」


    『うん』


    　霞とジルは二人で顔を見合わせた。霞たちがうすうす気がついていたことではあったが──。


    　ジャージ姿が残念だということに。気がついていないのだ。聖羅は。


    　てゆうか。森もりさんたちのおかげでいつも身だしなみが正しくありすぎるせいで、メンテされていないときの自分が〝劣れつ化か〟しているということに、まったく気づいていないらしい。


    「ヘドバンレベル上げ女」


    　ケンケンがつぶやく。本人が嫌がるあだ名・パート３を披ひ露ろうする。


    「あー！　してるしてる。セラちゃんレベル上げやってるとき、アタマ前後に揺ゆらしてるー!!」


    「へ……、ヘドバンしてるのはジンジンじゃありませんこと？　音楽聴いているときに」


    「僕を巻きこむのはやめていただけませんか」


    「じゃあ。ヘドバン残念ジャージで」


    「合がつ体たいさせないでくださいます」


    　聖羅はぷいっと顔を背そむけた。
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    愛称・ジル


    



    『お手て柔やわらかにお願いします』


    　書いてあったホワイトボードをジルが立てる。イラストで熊くまさんもぺこりとお辞じ儀ぎしている。


    「クマ女」


    「ケンケン。それじゃまんまだよ」


    『まんま……』


    「ああごめん。あのねほらね。ジルちゃんクマ倒したとか、まえに話してたから……」


    『うん強かったの。姉さんはトラをリスペクトしているけど、私はそれがグリズリーで──』


    「冗談はさておきまして」


    「片付けた！　すごいジンジン冗談で片付けたよっ！」


    「……？　冗談じゃなかったんですか？　まあそれはそれとして。難むずかしいですよね。ジル先せん輩ぱいの欠点を見つけだすのって」


    「師し匠しようたのんます」


    　霞かすみがぺこりとお辞儀をする。ケンケンはいつのまにか〝師匠〟になっていた。


    《他人の欠点を見つけ出して悪口を言うスキルにすべてのポイントを注そそぎ込んでいって、他ほかにたいしたスキルを持たないつまらない大人おとなになってしまえばいいんですわ》


    「うむっ」


    　聖せい羅らの副ふく音おん声せいも気にせず、ケンケンは腕うで組ぐみをして考えこみ──。


    　ややあって、その目をカッと見み開ひらいた。


    「キンタロー」


    『なになにー？　それなにー？』


    　ジルは興きよう味み津しん々しん。笑顔で訊たずねている。


    「あたしなんかそれ知ってる。なんだっけ？　足あし柄がら山やまの……野生児だっけ？　力持ち？」


    「昔話の登場人物ですよ。足柄山の金太郎といいまして。ああたしかに熊と稽けい古こしていたりしてワイルドですねえ。昔話の中では桃太郎の次くらいに有名な人物じゃないかな」


    「ジャパニーズ！　サムライ！」


    　突とつ如じよ、肉にく声せいで喋しやべられて、霞もジンジンもびっくりした顔になる。


    　なんでかジルはエキサイトしていた。ホワイトボードも使わない。いいや使えない。


    「キンタローさんって、お侍さむらいさんだったっけ？」


    「桃太郎は侍っぽいですけど。でも金太郎のほうって斧おの持ってませんでしたっけ？」


    「おの！　あるよ！」


    　ジルは私し物ぶつのロッカーに飛びついた。持ち出してきたのは──。


    「ジルちゃんそれそれ斧おのじゃないよ。鉈なただよ」


    「こっち？」


    「先せん輩ぱい。それはハンティングナイフです」


    「おの。ないよ。」


    「普通ないって」


    「とってくる。」


    「取ってこなくていいから──てか。おうちにはあるんだ」


    「皆さん。大事なことを忘れているのではなくって？」


    　静かに座ざしていた聖せい羅らが、そこで言った。皆の視線は聖羅に集まる。


    「本人の嫌いやがるのが〝あだ名〟なのでしょう。ジルさん喜よろこんでいますわよ」


    「そっか！　そうだね。じゃあだめだね」


    「じゃあ聖羅。おめー言えよ」


    「ええっ？　わ、わたくし……？」


    　ケンケンに話題を振られて、聖羅はきょどきょどしている。


    「え、ええと……。くまぱわー？」


    「熊くまさんから離れようよ。セラちゃん」


    「え、じゃ、じゃあ……。あくりょく三〇〇〇？」


    『さすがに三トンもないよー。姉さんじゃないし』


    「セラちゃん副ふく音おん声せいのほうに代わったほうがいいと思うよ。悪口に向いてないよー」


    「えっ？　ええっ？　……お面めん。かぶったほうがいいかしら？」


    　聖羅はお面を持っておどおどしている。聖羅がいつも横掛けにしているお面を正しよう面めんにかぶると、入れ替わりが起きるのだ。副音声が表おもてに出てきて肉にく声せいとなって、普段の声のほうがかわりに副音声となる。知っている人は知っている。


    「僕も他人のことを悪く言うのは苦にが手てですね。──ということで。お願いします。先生」


    　ケンケンは腕うで組ぐみをした。そしておもむろに口を開ひらくと──。


    「テント女」


    『だ──！　だって落ち着くし！　緑の中で寝ると落ち着くよ？　ほんとだよ？　そうだケンケン。こんど泊とまりにおいでよ。そしたらテントの良さもわかるし。姉さんも紹介できるし』


    「えー……。いま十二月だぜー……？　ところでその姉ちゃんって……つええのか？」


    『人類最強』


    「いく」


    「なにお泊まり決定してんのケンケンってば。ジルちゃんのあだ名、まだ決まってないよ」


    「嫌がってんだから。〝テント女〟で決定だろ」


    「そか」
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    愛称・ジンジン


    



    「えーと。最後は僕でしたっけ」


    　満まんを持じしてジンジンが口を開ひらく。春はる夏なつ秋あき冬ふゆと共に時間を過ごしてきて、ＧＪグツジヨ部ぶの〝ローテーション〟の順番をすっかり把は握あくしている。


    「うん。そう。ケンケンの番はないから」


    「ぱすしてください。たのんます」


    「なんでケンケン。そゆときだけ敬語になるんだろう」


    「僕が言われると嫌いやがることは、ですね。……ええと。スカしているということと。ヘタレであることと。あとなんでしたっけ。理り屈くつっぽいとか。自じ意い識しきをこじらせているだとか」


    　誰に言われることもなく、ジンジンは一人で次々と数かぞえあげてゆく。


    「つまりませんわね」


    　聖せい羅らがぼそりとつぶやいた。


    「そうですか」


    「ええ。まったくつまりませんわ」


    　聖羅は再ふたたびそう言うと、なにを思ったのか、横掛けにしていた狐きつねのお面めんを正しよう面めんにかぶった。


    　黒くろ髪かみの美少女が消え──白い狐顔の、ちょっと怖こわい感じの少女が、そこに現あらわれる。


    「オートスケコマシ」


    　狐面の下で、聖羅の声が、ぼそりとつぶやく。


    「ちょ──!?　なっ、なんなんですか、スケコマシって。僕がいつそんなことをしましたか!?」


    《あらまあ。そんなに慌あわてて全力で否定しないでも。動どう揺ようがモロバレですわよ。ほんと。ジンジンってば──かわいい子》


    　聖羅のいつもの《副ふく音おん声せい》が部室に響ひびく。《副音声》が不思議なのは、それが《副音声》であるとわかるということだ。どこから響いてくる声なのか、判はん然ぜんとしがたい不思議な声なのだ。


    　ＧＪ部ではそれは、〝腹ふく話わ術じゆつ〟という説せつと、〝超ちよう常じよう現象〟という説が二つあって、どちらであるかという結論はみていない。


    「ねーねー。そういえばジンジンって〝スケコマシ〟って呼ばれているけど──」


    「呼ばれてませんよ！」


    「──それってどういう意味なの？」


    『霞かすみちゃんもまえ自分で言ってたよ？』


    　ジルに指し摘てきされて、霞はうなずいた。


    「あーうん。言ってたけど。でも〝女の子に優やさしい男の子〟──くらいの意味でいいのかな？」


    『えーと……。うーんと……』


    　ジルはマーカーを手にして迷まよった顔をしている。


    「ですから違いますよ！　僕は違いますって！　なあ──健けん太た！　証言してくれよ！　言ってくれよ！　僕は生まれてこのかた十三年間！　そんなことをしたことはないって！　君なら知っているはずだ！　なあ健太！　そうだろ！」


    　ジンジンは親友の肩を両手で掴つかんで、がくがくと揺ゆさぶる。


    「てゆうか。俺おれしらねーもん。なーなー？　〝スケコマシ〟って、それどーゆー意味っ？」


    　ケンケンは首をがくんがくんさせながら、気楽な声で皆に訊きく。


    「ねーねー。スケコマシって、どーゆー意味なのー？」


    　霞かすみも霞で、気楽な声で皆に訊いている。


    《そういえばわたくしも存じませんわ。〝スケコマシ〟って、いったいどういう意味なんですの？　たいへんに興きよう味みがありますわ》


    　また《副ふく音おん声せい》が響ひびく。聖せい羅らがお面めんをかぶっているときの《副音声》は、普段の聖羅のほうとなる。そして肉にく声せいで話すほうが、霞が言うところの〝中なかの人〟となる。


    「じゃあ。えっと……。セラちゃんの〝中の人〟──っ？　教えて教えてーっ？」


    「スコケマシというのは、〝スケ〟を〝コマ〟して回るような不ふ埒らちな殿との方がたという意味ですわ」


    〝中の人〟が回答をしてくれる。


    「スケって？　……コマすって？」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。わからないのでしたら無理して聞かないほうがいいと僕は激しくそう思います」


    『えっとね。あのねっ。霞ちゃん。あのねっ……』


    　何度も悩なやんだあとで、ジルはホワイトボードに書くことをついに諦あきらめた。霞の耳みみ許もとに口を寄せていって、こしょこしょと小声でつぶやく。


    　ジルから耳打ちされて、理解した瞬間、霞は──。


    　ぼっと！　瞬間的に真っ赤になった。


    「き、き、き──キミはっ！　ジンジン！　キミって！　み──見み損そこなったよ！　そ──そんなっ！　まさかそんなっ！　は──恥はじを知れえええぇ！　せ──切せつ腹ぷく！　切腹切腹切腹っ！」


    「無罪！　無罪！　僕は無罪です！　中の人だかなんだか知りませんけど天あま使つか先輩が言ってるだけじゃないですか！　し──証しよう拠こはあるんですか！　僕がいつどこで何年何月何時何分何秒に誰に対してスケコマシを行おこなったっていうんですか！」


    「なー。イミわかんねーんだけど。なー。俺つまんねーんだけど。なー。トモちゃん。これってイミわかる？」


    　ケンケンが、ふいっと顔を横に向けた。サスペンドからいつの間にか戻ってきていた小こ森もりさんが、じいっと無む言ごんで皆の話に耳を傾かたむけていたからだ。


    「知りません」


    　小さく言って、小森さんは顔を背そむけた。
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    愛称・小森さん


    



    「じゃあつぎ。小こ森もりちゃんいこう。小森ちゃん」


    「ええっ？」


    　霞かすみの言葉に、ケンケンが顔を向ける。順番を飛ばされたことを驚おどろいている顔だ。


    「自分で飛ばしてくれと言っておいていざ飛ばされたら騒さわぐとか。ほんと愉ゆ快かいな小こ僧ぞうですわね」


    「セラちゃんもうお面めん外はずそうよ」


    　狐きつね面が頭の横の定てい位い置ちに戻ると、いつもの聖せい羅らが戻ってきた。


    「あら。ケンケンどうしたの？」


    　聖羅が柔やわらかな笑みを向けるが、ケンケンはぷいっとそっぽを向いてしまう。


    「小森ちゃんのあだ名。なんか考えないとねー」


    「いえ。〝こもりん〟で結けつ構こうです」


    「そんなこと言わないでー」


    「でも四しノの宮みや先せん輩ぱい。あだ名の条件を満みたしていますよ。嫌いやがっていますし」


    「ええっ!?　嫌がってたのこもりんっ!?」


    「気づいてなかったんですか」


    「べつに嫌がってはいませんが。──小森です」


    「ほら嫌がってないって」


    「気づきましょうよ。いいかげんに」


    「なーなー。俺おれも……。俺のもやってくれよー……」


    　椅い子すごとやって来たケンケンに袖そでを引っぱられて──。霞はようやくケンケンを見た。


    「はじめからそう言いなさい」


    「ごめんよう」


    「ところでケンケンとジンジンってさ。名前。健けん太たと仁じんだよね」


    「そだよ」


    「そうですが」


    「上の名前、なんてゆーの？　あだ名ってほら、本名モジったりとか、普通、するよね。おしえておしえて。そういえば知らなかった。あたし」


    「なんで知らないんですか？」


    　ジンジンが霞の顔を見る。霞はこのＧＪグツジヨ部ぶの部長である。


    「なんで知ってると思うの？」


    「あれ言ってませんでしたっけ……？　あれ？　でも入部届に名前を書いて……ませんね」


    「ジンジンそれは言っちゃいけないことなんだよ」


    　じつはジンジンは部員でないということは──言っちゃいけないコトなのであった。


    「俺おれは書いたぞー」


    「もう出しちゃったから覚おぼえてないよ」


    「見てないんですね」


    「一年近く前だから覚えてるわけないよ」


    「見ないで提出しちゃったわけですね。四しノの宮みや先せん輩ぱいらしいというか」


    「うるさいよジンジン」


    「俺俺俺。俺の名前。はっぴょー」


    「はい。じゃあケンケンから」


    「俺は渋しぶ井い健けん太ただ」


    「いやシブくないでしょ」


    「ですわね。どちらかといえば〝ガキ〟って感じですわね」


    『ケンケンは年としが三十歳くらい足りないよねー』


    　女性陣じん三人は即そく座ざにダメ出しをした。本名なのにダメ出しされた。


    　速そつ攻こうでケンケンは涙目になった。


    「じゃケンケンはシブケンで」


    「いーやーだー」


    「ジンジンは上の名前。なんてゆーの」


    「周す防おう仁じんですよ。なんだか照れますね。いまさら名乗ると」


    「うわっ。なんかカッコいい名前」


    「そうですか。普通の名前だと思いますけど」


    「普通じゃないよ。なんかいいよ。マンガとかアニメとかラノベとかの主人公みたい！」


    「ふっ……」


    　薄うすく笑うと、ジンジンは片手で眼鏡めがねのブリッジをすいっと持ちあげた。


    「そういえばジンジンも、来年は中学二年生の真っ盛さかりでしたわね。──それでは〝厨ちゆう二に〟ってどうかしら？」


    「中二？　まんまだよ？　セラちゃん」


    「中二ではなくて、厨二なのですけど」


    『字で書くとこうじゃないかな？　[image: ][image: ]　厨二』


    「あー。あー。あー。ぴったりだ」


    　霞かすみはうなずいた。


    「勘かん弁べんしてくださいよ。てゆうか僕のどこが厨二なんですか」


    「はい。否定したから、もお決定。こもりん。シブケン。厨二。はい決まり」


    　ＧＪグツジヨ部ぶの冬の一日が、ゆっくりと過ぎてゆく。
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    ホンモノシューマイ


    



    　とある冬の一日。


    　昼休みのおべんとタイムが、いつものせまい部室で開ひらかれる。


    　霞かすみたちはお弁当を広げていた。


    　週二回くらい給食が休みの日があって、そんな日はいつも決まって、部室でおべんとタイムだった。


    　各かく人じん各かく様ようのおべんと箱を広げている。


    　霞は女の子用の小さなおべんと箱。ジルはランチボックスに詰つめ詰めしたサンドイッチ。聖せい羅らは漆うるし塗ぬりのお重じゆう。ケンケンのおべんとは巨大な爆ばく弾だんおにぎり。ジンジンはおべんと箱と呼ぶにはちょっと抵てい抗こうのある単なるタッパー。


    「あれえ？」


    　談だん笑しようしながら食べていたところで、霞が不意に声をあげた。


    「おんなじだー」


    　霞が箸はし先さきで指さしたのは、他ほかの人のおかず。聖羅と小こ森もりさんの揃そろいのお重のなかにもシューマイが見えている。ジルとケンケンのおかず箱にもシューマイがあった。ジンジンのタッパーにもやはりシューマイだ。


    　霞のおべんと箱のなかにも、もちろんシューマイが入っている。


    「偶ぐう然ぜんだねー」


    「必ひつ然ぜんじゃないですか？　冷れい凍とうだと簡単でいいですからね」


    「ジンジン自分で作ってるんだっ。──おべんと」


    「給食があると楽でいいんですがね」


    「……お姉さんとか作ってくれないの？」


    　霞はそう訊きいてみた。やや複雑な家庭環境のジンジンに配はい慮りよして、あえて「お母さん」とは言っていない。


    　姉的な人であれば、ジンジンの家にはたくさんいると聞かされているのだが──。


    「ふっ」


    　ジンジンは薄うすく笑った。その笑いがすべてを物語っていた。


    　はい。この話題しゅーりょー。


    「ねえみんな。知ってる？　シューマイにはホンモノとニセモノとがあるんだって。まーちゃん言ってた」


    「なにが本物でなにが偽にせ物ものなんですの？」


    「セラちゃんたちのそれは偽物っ！」


    「え？」


    「グリーンピースがのってない！」


    　ずびし、と、霞かすみは聖せい羅らのお重じゆうを箸はしで指し示した。


    「そーゆーおめーのものってねーじゃん」


    「そうなのー」


    　霞はがっくりとうなだれた。


    「グリーンピースのってるやつ。二十円高いから、おかーさんダメだってー……」


    『あたしのも偽にせ物もの？』


    「ケンケンの本物だよね。いいよね」


    　ばくだんおにぎりの隣となりのおかず箱の中で、グリーンピースが燦さん然ぜんとオーラを放はなっている。


    「パズーは違いのわかる女だからな」


    　本物認定されてケンケンは胸むねを張る。パズーというのはケンケンの姉のことだった。名を葉は月づきという。ケンケンのお弁当はどうやら姉が作ってくれているようであった。


    「ぐ、グリーンピースが載のっているかいないかで、本物が決まるなんて……変ですわ」


    　ＧＪグツジヨ部ぶの文化に、一人、異いを唱となえにいったのは聖羅だった。


    「だってまーちゃん言ってたよ？」


    「だ、だって……。う、うちのシューマイには、いつも載っておりませんもの」


    「じゃあ偽物だっ」


    「森もりを呼びなさい小こ森もり。責任を取らせなければ。これまで偽物を出してきた咎とがによって自じ害がいを命じます」


    　聖羅に言われたが、小森さんは、ふるふると顎あごを小こ刻きざみに横に振って返してくる。聖羅の言うことにはたいてい絶対服ふく従じゆうの小森さんだが、聞ける命令と聞けない命令とがある。


    「グリーンピースのかわりにコーンが載っているやつ。ありますよね。あれって本物なんでしょうか偽物なんでしょうか」


    　ジンジンがぽつりと言った。その何なに気げない一ひと言ことが、ＧＪ部の空気を塗ぬりかえた。


    「ど！　どう思うっ！」


    「アリだろ」


    『コーンかわいいよねー』


    「ばーか。そんなのニセモノだぞー。グリーンピースがホンモノなんだぞー」


    「コーンのやつならお母さんいいって言うかもー！　十円しか違わないからいいよねっ!?」


    「小森！　森に言うのです！　コーンを載せるのだと！」


    　小森さんはふるふると顎を小刻みに振っている。


    「では。なんとなく多数決によって。コーンが載っているものも本物だということで」


    　ジンジンがざっくりとまとめあげた。
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    バカーズ


    



    「たいしたことではないんですけど。そういえばこのあいだ。ふと小こ耳みみに挟はさみまして──」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　文庫本を開ひらきつつ、ジンジンが何なに気げない感じでそう話をはじめた。


    「たいしたことじゃないんだったら。言わないほうがいいんじゃない」


    　霞かすみもリリアンを編みながら何気なくそう返す。


    「そ、そう……、ですね。やめときます」


    「あーもー！　ジンジンってばホント！　カワイイ生き物なんだからーっ！」


    　霞が編みかけのリリアンを放り出して、そう叫さけぶ。落ちこむジンジンのその様よう子すに、頬ほおを赤く上じよう気きさせてしまっている。


    『（;[image: ];）』


    　ジルがホワイトボードに顔文字で涙目を書く。聖せい羅らがたまりませんわ、という顔で小指を口に含ふくむ。小こ森もりさんはサスペンドから帰ってきて紅茶を淹いれに立ちあがり、ケンケンはマンガ雑誌を読むのをようやくやめて、きょとんとした顔で部屋の中を見回している。


    「えー……、おほん。まあたいしたことではないんですけど。〝バカーズ〟という言葉をちょっと小耳に挟みまして」


    「バズーカ？」


    「いえ。〝バカ〟のほうです」


    　素すでボケる霞にジンジンが丁てい重ちように訂てい正せいを入れる。


    『きっと複数形なんだと思うよ。──bakasって書くのかなっ？』


    　ジルが書いた英語を見て、霞はふんふんとうなずいた。


    「で。それがどしたの？」


    「僕もよく話を聞いていなかったのですけど。どうやら僕たちの部の、誰か二人のことらしいんですよ」


    「だけどジンジンって部員じゃぁ──」


    　と言いかけた霞のおでこに、聖羅がびしっと、ちょっぷを入れた。


    「いったーい……」


    「霞さん。壊こわさぬように。加か減げんが肝かん心じんですわよ」


    　そんな二人のやりとりを目で笑いながら眺ながめて──ジンジンは、それから切り出した。


    「誰と誰のことだと思いますか？　〝バカーズ〟の二名って？」


    「そんなのジンジンとケンケンとに決まっているじゃない」


    　霞はタケノコのチョコをぱくりと口に放りこんでそう言った。手ではキノコのほうの箱を開あけにかかっている。両方を一いつ挙きよに食べるという貴族の食べかたを皆にもすすめる。


    「ちょ──!?　なんで僕がバカに入るんですか!?」


    　ジンジンはぎょっとした顔を霞かすみに返した。


    　さっきまでの余よ裕ゆうはどこへやら。一瞬でカワイイ生き物に立ち返ってしまっている。


    「あれひょっとして予想してなかったの？　ある意味すごいよね。ジンジンって」


    「このスカし小こ僧ぞうは自分が頭いいと思っている側がわの人種ですわ。本当に頭の良い人間は決して自うぬ惚ぼれたりしないということを知らないのです」


    「セラちゃんセラちゃん壊こわれちゃうって！　ほらまた涙目っ!?　──加か減げんしないとっ！　加減がだいじだよっ!?」


    『わたしはジンジン君。バカじゃないと思うな。頭いーもん。そのbakasって、誰と誰のことなんだろうねー。わかんないよねー』


    「そ、そうですよね」


    「すごい一瞬で直った！　直した!?　ジルちゃんすごいよ！」


    「カスミ。おめーと聖せい羅らのことじゃねーの？　バカコンビ」


    「なんですとッ！」


    　霞が激げき昂こうする。聖羅もきっとばかりにケンケンをにらみつける。


    「そうですわ。霞さんはともかく──どうしてわたくしがバカなんですの？」


    「せ、セラちゃん……。ひどいよ……」


    「そのへんをきっちりと説明なさい。じゃないと泣かしますわよ」


    「セラちゃん……。きいてよ」


    『ねえ。わたしは？　わたしは？　だれかとbakasになれる？　なりたいなー』


    「私と組みますか」


    　小こ森もりさんがそんなことを言いながら、皆に紅茶を回してゆく。


    　しかしこの二人の組み合わせが〝バカーズ〟という意見は、きっと誰からも支持されない。


    「おめーらさー。へんじゃん？　バカってそれバカにしてるんだぞ？　なによろこんじゃってんのおめーら？」


    「そうだよそうだよ！　ケンケンの言うとおりだよ！」


    「そういえば霞さんとケンケンというカップリングもありましたわね」


    「なんでこんなやつと！」


    「ぜってー。やだね」


    「挙きよ手しゆ」


    　聖羅が皆にそう問いかける。


    　賛成四。反対二でもって可か決けつされる。


    「ぶう」
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    にーたん


    



    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　ポ、ポ、ポ、という音が室内に響ひびいている。霞かすみがメールを打っている。


    「おわったー。ごめんねー」


    　文面を打ち終わって送信を掛けたところで、霞は顔をあげてそう言った。


    「いえ」


    　聖せい羅らが紅茶を口に含ふくみながら、そう返す。


    　ＧＪグツジヨ部ぶの部室では携帯の使用は禁止というわけではないが──。皆、なんとなく出さないようにしている。マンガもいいし、小説もいいし、ゲームもいいけど、携帯とスマホをやっているのは、なんかちがう。あのジンジンだって部室にいるあいだはスマホはいじっていない。


    　いまのはメールが届いたので、その返信。


    「お兄ちゃんからだった」


    　と、霞は言った。


    「めずらしいよね。いっつもあたしがメールしたって、ろくすっぽ、返信かえしてこないのに……。にーたん」


    　言いわけでもするかのようにそう言って、霞は携帯をポケットにしまいこんだ。


    　ティーカップに手を伸ばし、いつのまにか熱あつ々あつに換わっていた紅あかい液体を、口に含む。


    「いいですわね。わたくしも、にーたんほしいですわ」


    　聖羅がぽつりとつぶやいた瞬間、霞は──。


    「ぶっ!?」


    　紅茶を噴ふん出しゆつした。


    　毒どく霧ぎりの跡あとが、壁かべに見事に丸い円を作る。


    「も──もうっ！　セラちゃんへんなこといわないでよー！　セラちゃんの顔に吹いちゃうとこだったよー!!」


    「それはそれで楽しそうですけれど。……なにがですの？」


    「だから──。いきなりほらっ！　へんなことっ！　にっ……。〝にーたん〟だとかっ」


    「それ霞さんが言ったのではないですか」


    「え？」


    　聖羅は事実を指し摘てきしただけだが──。霞のほうは、目をぱちくり。


    「言ってないヨ？　そんなの。ぜんぜん。ゼッタイ言ってないヨ？」


    　霞は目をキョドらせた。挙きよ動どう不ふ審しんになった。


    「でも霞さん。いまだっていつもだって、よく口にしていらっしゃいますけど？」


    「そんな──いつもなんて言ってないヨ！」


    「まあたしかに。いつもではないですけど。でもたまに。ねえ」


    　と、聖せい羅らはジルに視線を向ける。マーカーを片手に話題に参戦する気満まん々まんのジルは、こくこくと首をうなずかせてくる。


    「そうですね」


    　そこで肯こう定ていしてきたのは、ジンジンだった。文庫本を片手に、さして興きよう味みないというふうにさらりと言う。


    「僕もたまに聞いたことありますね」


    「ひどい！　ジンジンまで結けつ託たくした！　あたしを貶おとしめようとしているッ！」


    「結託ってなんですか。だから事実じゃないですか。四しノの宮みや先せん輩ぱい。たまに言っていますよ？　〝にーたん〟って」


    「わーわーわー！」


    　霞かすみは手をばたばたとやっている。


    「──言ってない！　ナイから！　いまはぜったい言ってないんだからーっ!?」


    　霞は目を閉とじて大声をあげた。〝いまは〟ということは、昔は言っていたということを意味している。


    「どう思われます？」


    「自じ覚かくなかったんですね。あとなにか黒くろ歴れき史しなんでしょうか？」


    　本人を目の前にして皆は密みつ談だんをはじめた。これをＧＪグツジヨ部ぶ式密談という。


    『わたし。霞ちゃんのあれ好きなんだけどなー。〝にーたん〟って。なんかラブリーでっ』


    「ジル先輩の〝マイ・サムライマスター〟もかなりキていると僕はそう思うんですけど」


    『そうなの？』


    「やはり本人たちは気づいていないものなんですね。♡が四個くらいは確実に浮かんでますよ」


    「べつにいーんじゃねーの？」


    　と、そう言ったのは、お行ぎよう儀ぎ悪くも、机つくえに足をのせてマンガを読むケンケンだった。


    「ほらあれだ。女じよ子しがよくゆーじゃん？　カワイー、とかゆーやつ？」


    「いいかどうかなんて聞いてナイよ！　言ってナイって言ってナイって言ってるのー!!　あとなにそれ！　ケンケンのくせに！　なにそれなんなの!?　上から目線っ!?　なにヤルの？　オモテでる？　──でちゃう!?」


    「ほーい。みんな手えあげろー」


    　ケンケンの声で皆は挙きよ手しゆした。ずびっと五本の手が上がる。


    　ずっとサスペンドしていた小こ森もりさんまで、すっとばかりに手を持ち上げている。


    「こもりんまでー!!　サスペンドしていていいのにー!!」


    　霞の叫さけびが部室に響ひびきわたった。
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    こてさしゅさいこ


    



    「こてさしゅさいこ」


    「ちがいます」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。霞かすみとジンジンが向かいあってなにかをやっている。


    「こてさしゃ──」


    「ちがいます」


    　霞が言って、ジンジンがダメ出しをやっている。その繰り返し。


    「なんですの？」


    　部室に入ってきた聖せい羅らが、カバンを小こ森もりさんに預あずけながらそう言った。


    　長い黒くろ髪かみを片手でかきあげ、横掛けにした狐きつねのお面めんを傾かたむけながら、二人に尋たずねる。


    「それどんな遊びですの？」


    「遊んでないよ。真ま面じ目めだよ」


    「はい。四しノの宮みや先せん輩ぱい。もう一回です」


    　厳きびしいコーチのジンジンに言われて、霞は前を向く。


    「こてさしさせこ」


    「四ノ宮先輩アウトですアウト！　それはアウトです！」


    「ち、ちがうよっ！　わざとじゃないよ！　ホントだよジンジン信じて！」


    「ですから……、なんですの？」


    　ひとり蚊か帳やの外そとに置かれた聖羅が──そろそろ苛いらつきはじめて、皆に顔を巡めぐらせた。


    　ジルがホワイトボードを手にとった。マーカーのキャップをきゅぽんと外はずす。きゅっきゅっと書いていったのは──。


    『小こ手て指さし冴さえ子こ』


    「なんです？　それ？　誰です？　それ？」


    「前に健けん太たに告白した女じよ子しがいたっていう話をしたことがあったんですけど……。天あま使つか先輩は覚おぼえておられますか？」


    「夏休み前でしたっけ。後あとでしたっけ。ええまあ。覚えておりますけど。……それがなにか？」


    「大たい抵ていの女子はとっくにくじけきって、最近は健太の周囲はまあ静かになったんですけど。一人だけ。剛ごうの者ものがいまして」


    「こてさせ──あいたっ！　舌したっ！　したかんらぁ～～～っ！」


    　霞が口を押さえてバタバタとやっている。それを微ほほ笑えましく見つめてから、聖羅とジンジンは再び顔を見合わせた。


    「その人が〝こてさしさえこ〟さん？」


    「すごい！　セラちゃんなんで言えるのっ!?」


    「こてさしさえこ。こてさしさえこ。こてさしさえこ。──どうかしまして？」


    「すごい！　早口言葉チャンピオンだねっ!?」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。べつに早口言葉でもなんでもないと思いますけど」


    「なーなー。こてさしゅがどーしたってー？」


    　クラスメートの女じよ子しの名前が響ひびいて、これまで無む反はん応のうだったケンケンが反応してきた。


    「ほーら！　ケンケンだって言えてない！」


    「〝こてさしゅ〟はあだ名です。最初の授業のときに担任の先生が噛かみまして」


    「ほら先生だって言えてない！」


    「はいはい。霞かすみさんは百回練習」


    　聖せい羅らが霞をあしらった。


    「こてさしゅ──じゃなくてっ。こてさし──。こてさしさせこ。ああちがう！　アウトアウト！　こてさしゅさいこ……。こてさしさいこ……、こてさせ……。こてさ……。なんだっけ？　なんて読むのが正解なんだったっけ？」


    「小こ手て指さしさんはすごいんですよ。不ふ死じ身みなんですよ。不沈戦艦ともいわれています。健けん太たにどれほど天てん然ねんスルーされてもめげなくて。果か敢かんに健けな気げにアタックしてくるんです」


    「それはジンジンと気が合いそうですわね」


    「え？　僕ですか？　ええまあ小手指さんは美人ですけど……。クラスで一番になるのかな？　でも僕は女性はいいですよ。家だけで足りてます。もう充分です」


    「そういう意味ではなくて」


    「こてさ……、こしさしさえこ！　言えたっ!?　ねえいま言えた!?　正解っ!?　どうっ!?」


    「こてさしゅはおもしれーやつだぞ。俺おれのダチだ」


    「ねえほら。浮かばれないでしょう？」


    「ですわねぇ」


    　聖羅は頬ほおに手をあてた。


    『ケンケン君。わかってる？　小手指さんは、ケンケン君のこと、好きなんだよ？』


    「俺も好きだぞ？」


    「ねえほら。浮かばれないでしょう？」


    「ですわねぇ」


    「こてさしゅさえこ！　ねえほら言えてるよ！　あたし言えてるよね！」


    「そうね……。その子。こんど連れていらっしゃい」


    「いいんですか？」


    「ええ。副部長として。許きよ可かしますわ」


    「こてさしゅさえこー！　言えたーっ！　どうよーどうーっ!!」
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    たてよこくみん


    



    「たてよこくみん！」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　突然、奇き声せいがあがる。


    　このＧＪグツジヨ部ぶの部室において奇声があがることは、べつに珍めずらしくもないというか、むしろ日常であったりするが──奇声をあげて立ちあがったのが、霞かすみではなくケンケンというところが、今日はいつもと違っていた。


    「ケンケンれんぽーこーこくは、ここに！　どくりつせんげんをします！」


    「ケンケン連れん邦ぽう皇こう国こく？　なにそれ？」


    　霞がポッキーをくわえたまま、きょとんと小こ首くびをかしげている。


    「このあいだ健けん太たにゲームを貸しまして。オールバックのダンディな政治家が演説をぶって独立宣せん言げんをするゲームです。健太はハードも持っていないので、ハードごと貸しました」


    　霞の疑問にジンジンが答える。


    「へーケンケン、ゲーム・デビューしたんだー。よかったねー」


    「たてよこくみん！」


    「あー。はいはい」


    　霞は、なま温あたたかい目をケンケンに向けた。しかしあれって「立てよ国民！」と言っているのだろうけど……。ケンケンが言うと、どうしても「ひらがな」に聞こえてしまう。


    「よーし！　どくりつみとめたなー！　いまいいって言ったよなー!?　──じゃーん!!」


    　突然、ケンケンがビニールテープを持ち出してきた。びーっと引きだした真っ赤なテープを、床ゆかに貼はり渡してゆく。


    「ここからここまで！　俺おれの領りよう土どなーッ！　ケンケンがっしゅーこくの領りよう地ちだぞー！」


    　部室の半分近くがケンケンの領地として宣言される。


    　ケンケンは力にまかせて、机つくえをまとめてがーっと〝領土〟の外そとに移動させてゆく。


    「ちょ──。なに勝手にやってんの」


    「がっはっは！　俺様の領地なのだー！」


    　一人で大きな領地に立って、ケンケンは仁王立に　おう　だちで威い張ばっていた。


    「むー……」


    　霞は聖せい羅らとジルの三人で、こしょこしょと相談をはじめた。そこにジンジンと小こ森もりさんも加わってゆく。


    　しばらくして作戦がまとまる。霞は不ふ敵てきな顔でケンケンの前に立った。


    「我われ々われＧＪ部王国は、ケンケン帝てい国こくに対して宣せん戦せん布ふ告こくをします！」


    「へっ？」


    「国際法に基もとづいて、領りよう地ちの半分をかけて勝負です！」


    「うえっ？」


    　急に難むずかしいことを言われて目を白しろ黒くろさせているケンケンに対して、霞かすみは立ち直る暇ひまも与えずに──。


    「最初はグー！　じゃんけん、ぽんっ!!」


    「──ぽ、ぽんっ！」


    　ケンケンは反射的にじゃんけんに応おうじた。パーを出していた。対する霞はチョキ。じゃんけんで勝ったのは霞のほうだ。


    「はい領地半分。もらっちゃうからね」


    　ケンケンの手からビニールテープを奪うばい取って、びーっと引き出して床ゆかに貼はり付け、領地をおおざっぱに半分にした。


    「じゃあつぎ聖せい羅らちゃんおねがいねー」


    　聖羅、ジル、ジンジン、それに小こ森もりさん──。順番に挑いどまれ、ケンケンは全員に負け続けた。連勝の秘密は〝情報〟だ。ケンケンは慌あわてると最初にパーを出してしまうという有ゆう益えきな情報は、親友であるジンジンの密告からもたらされたものだった。


    　十センチ四方くらいになってしまった〝領地〟のなかで、ケンケンはつま先立ちでフラフラと立ちながら、まだ強がっていた。


    「たてよこくみん！」


    「立ってるじゃん」


    「立つしかできないとも言いますね」


    　面積をほとんど取り戻した部室で、皆は小森さんの淹いれてくれた紅茶をゆったりと飲んだ。


    　なおも意地を張りつづけていたケンケンだったが──。二時間も経たつ頃には、すっかり様よう子すが変わっていた。


    　なぜか女の子のように内うち股またになっていた。


    「ケンケン。通っちゃだめだからね。ＧＪグツジヨ部ぶ王国の領地内の通行は、認めてあげません」


    　マンガ雑誌を読みながら、霞がびしりと釘くぎを刺さした。


    　トイレに行きたいのだった。ケンケンは。しかしトイレに行くためにはＧＪ部王国の領地を通らなければならない。


    『ケンケン君。おしめあるよ。このあいだの残りのやつ。──出してあげよっか』


    　ジルが優やさしく問いかけるが、むしろこれはなんらかの種類の責せめだったりする。


    　ケンケンは内股になって──。ぷるぷると震ふるえ──。そしてついに降こう伏ふくした。


    「きうしうがっぺい……、してください……」


    「ケンケンが難しいコトバ知ってたー！」
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    小二病


    



    「もうすぐ僕も中二ですよね。……憂ゆう鬱うつだなぁ」


    　三学期も終わりに近づいてきた──いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　ジンジンが突然、窓まどの外そとを向きながら、ぽつりとつぶやいた。


    「なんで嫌いやなの？　進級って嬉うれしくない？」


    「そういう人もいるとは思いますけどね。……あとはまあ。うちでのことなんですけど。このあいだしょこたんに言われまして──。仁じんタンもこれで中ちゆう二に病びようさねー。がはは！　ばっちーん。──とか」


    「がはは……ですの？　豪ごう快かいな方ですわね」


    『ばっちーん、って、それ、背中にモミジついた？』


    「てゆうか。しょこたん？　あと仁タン？　なにそれ？」


    　聖せい羅ら、ジル、霞かすみ──ときて、霞の突っ込みがいちばん効きいたか、ジンジンは、はっとした顔になった。


    「い、いえっ。姉的な人です。高こう坂さか翔しよう子こといいまして。高三です」


    「あっ！　にーたんと一緒だっ。三年だよっ」


    「……にーたん？」


    　ジンジンが仕返しをすると、こんどは霞がはっとした顔になる。


    　そのまま気まずい沈ちん黙もくが流れ──。


    　小こ森もりさんが紅茶を入れ替えてくれるくらいの時間が経たってから、霞が思い直したように口を開ひらく。


    「そういえば、さっきジンジン、中二病とか言ってたっけ？　それなに？」


    「なんだカスミ。しらねーのか？」


    　ジンジンの代わりに言ってきたのは、ケンケンだ。


    「ケンケン知ってるの？」


    「中学二年になるとなー、こっえービョーキにかかっちまうんだぞー」


    「えっ？　なにヤダそれなに？　ど、どんな病気……っ？」


    　ちょっと怖こわがったカオになって、霞は訊きく。病気と聞いて聖羅とジルも顔色を変えて話に聞き入る。


    「なんかさー。〝いのう〟とかが使えるようになっちまうらしーんだ」


    「なりたいよ！」


    　霞は言った。即そく答とうだった。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいはまさに〝中二病〟真まっ盛さかりって感じですよね。異い能のうとか憧あこがれていますしね」


    「うう……、そうだけど。……なんかムカつく」


    　妙みょうに上から目線を向けられて、霞かすみはジンジンをじっとりと見返した。


    「やーい。やーい。中二～、中二～！　えんがちょー！」


    　ケンケンが小学生ライクにはやしたてる。えんがちょを切っている。


    「け……、ケンケンだって！　まえ！　手からなんか出したいとか言ってたじゃない！」


    「それはもう卒業した。いまはウィザード変身だぜー！　スタイルチェンジだぜー！」


    「おなじだッ!!」


    「霞さん。……ケンケンとほんと仲がよろしいですわよね。羨うらやましいわ」


    『霞ちゃん。男だん子しとあんなに話があうのすごいよねー』


    「どこがっ!!」


    　霞は大声で否定した。しかし否定するのは霞ただ一人。


    「あたしが中ちゆう二に病びようだっていうなら、ケンケンだって中二病だよね！　ねっ！　そうだよねっ!?」


    「えんがちょー！　えんがちょー！　こっちくんなー！　くんなー！　うつるー！　中二病がうつるー！　ぎゃあああああ」


    　ケンケンのはしゃぎっぷりはひどく浮いていた。


    　むかし通ってきた〝なにか〟を見せられた気になって、皆は絶ぜつ妙みように気まずくなった。


    「わたくし思ったのですけど……。中二病とやらとは、違うのではないかしら？　ケンケンのこれって」


    「じゃあ、なあに？」


    「小しよう二に病びよう……とか？」


    　聖せい羅らが小こ首くびを傾かしげる。黒くろ髪かみがさらりと揺ゆれる。横掛けにしたお面めんもこっくりと傾かたむく。


    「そっか！　そうだね！」


    『そういえばケンケンって中学生っていうより小学生だもんねー』


    「ですわよね？　ですわよね？」


    「肯こう定ていします」


    「皆さん健けん太たのことを本当によく理解されていますね」


    　全員の見けん解かいが一致する。さらには〝ケンケン評論家〟のお墨すみ付つきまで頂いただいた。


    「えんがちょ～、きいぃ～った！　バーリア！　もうだめだもんねー！　さわってきたってうつんないんだぜー！　ムダだぜー！　ノーカンだぜー！　ムダムダムダァだぜぇ！」


    「小二」


    　霞がぼそりとつぶやいた。それから急に大声をあげて──。


    「やーい！　小二病～！　小二病～っ!!　はいジルちゃん！　切って切って！　ここ切って！」


    『えっ？　えっ？』


    「わたくしが間違っておりましたわ。やっぱり同じでしたわね」
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    新スマホ


    



    「そういえばｉＰｈｏｎｅの新型が出てますよね」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　ジンジンが何なに気げない声でそう言った。


    「天あま使つか先せん輩ぱいは機種変更されないんですか？」


    　話しかけた相手は──聖せい羅らである。


    「そうなんですの？」


    　聖羅はぽかんとした顔をジンジンに向けてきた。


    「ところでそのｉＰｈｏｎｅというのは？」


    　返ってきた言葉に、ジンジンはがくりとなった。


    「……天使先輩のスマートフォンのことです」


    「そうですの」


    　と、ここで聖羅はようやくスマートフォンを取り出してきた。


    　保護ケースも保護シートもない剥むき身みのままで、机つくえの上にごろりと置く。


    「セラちゃんのケータイ。アイポンっていうんだよ。覚おぼえようよ」


    「四しノの宮みや先輩こそ覚えてください。ケータイじゃなくてスマートフォンもしくはスマホといいます。あとアイポンじゃなくてアイフォンです」


    「うっわ。あたしがダメ出しされたーっ!!」


    「さっき新型がどうだとか」


    「天使先輩のそれ４Ｓですよね。もう５が出ているんですけど。機種変更されないんですか？」


    「そうなんですの？　よく知りませんわ。こういう物は森もりに任まかせておりますので」


    　聖羅の使っているスマートフォンは、最新アイテムではあるが、聖羅自身はまったくといっていいほど興きよう味みがない。最新機種でなくなっていたことも、もちろん自分では気づいていない。


    「でも５になると色々と変わってきますよ。画面も広くなっていますし。薄うすくて軽くなっていますし。あとＬＴＥに対応しているので繋つながりやすいですし。何よりも速度が──」


    《うるさいですわこの小こ僧ぞう。新機種オタクのギークめが。そんなに欲しいなら自分で買えばいいんですわ。だいたい自分で持ってもいない機種のことをなぜそんなに詳くわしいのでしょう》


    「うっわぁ──セラちゃん。それ痛いたい痛いよ。加か減げんしてあげようよ。言っちゃいけないことってあるんだよ？　ジンジン壊こわれちゃうよ？」


    「？？？　……どうしたんですか？　四ノ宮先輩？」


    　人が殺せる威い力りよくの副ふく音おん声せいによる突っ込みに、たまらずフォローに入った霞かすみであるが……。


    　当のジンジンはぽかんとしたまま。


    　聖せい羅らの周囲でたまに聞こえる《副ふく音おん声せい》は、ジンジンには聞こえていないという説せつがＧＪグツジヨ部ぶでは濃のう厚こうである。


    「ああでも。そんなに簡単に替えられないかもですね。同一機種が三十台もあるんですよね」


    「……でしたっけ？　小こ森もり？」


    「一台消費しましたので残り二十九台かと」


    「……だそうです」


    　ジンジンは、ふう──とため息をついた。遠くを見つめた。メガネを外はずしてレンズを丁てい寧ねいに拭ぬぐった。


    　そんなジンジンのすぐ脇わきで、ケンケンがなにか工こう作さくをやっていた。


    　紙コップ二個と、木も綿めん糸いとと、セロハンテープとを使って──一組の糸電話を作る。


    「ほれ。仁じん」


    　マジックで〝５〟と書いた糸電話をジンジンに手渡そうとする。


    「いらないよ」


    　だが断ことわられた。


    　行き場をなくした糸電話は──小森さんの手に渡った。


    「もしもし。トモちゃんですかっ？」


    「はい。トモちゃんです」


    「電話がアイポン５になりましたっ」


    「そうですね」


    　糸電話越しのやりとりが、もりもりと続く。


    　ケンケンと小森さん以外の皆は、それぞれ勝手に好きなことをやっていて……。


    　ＧＪ部のいつもの日常がそこにあった。


    
      ＊

    


    　翌日──。


    「５とやらになりましたわ」


    　ド新品のスマートフォンが、剥むき身みのまま、無む造ぞう作さにごとりと机つくえに置かれる。


    「ジンジンに教えてもらったことを森もりに言ったら。すぐ替わりましたわ」


    「そ……。そうですか」


    　そう言うジンジンはひどくショックを受けた顔でいる。


    「ジンジンのおかげですわね」


    「そ……。そうですね」


    　ジンジンは遠くを見つめてため息をついた。メガネを外してレンズを丁てい重ちように拭った。眼鏡めがね拭ふきペーパーは表面も裏面も両方使った。
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    にがいのの日


    



    「ねー、コーヒーって飲んでる？」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　霞かすみが誰にともなく、つぶやく声の大きさで、そう言った。


    「僕は最近ブラックに凝こっていまして」


    　と、言葉を返してきたのはジンジン。


    　霞が少女マンガ雑誌から顔をあげて、顔を向けると──。組んだ手の上に顎あごをのせて微ほほ笑えむジンジンの顔があった。


    「へー」


    　霞は感かん嘆たんの声をあげた。


    「やはりコーヒー本来の味がわかるといいますか。なにも入れずに飲むのがコーヒーの正しい飲みかたなんじゃないでしょうか。ああいえ。べつにミルクや砂さ糖とうを入れることを否定しているわけではありませんけど」


    「ほへー」


    　霞がまたも感嘆の声を洩もらす。年下のはずのジンジンが、なんだか年上のお兄さんに見えてしまう。


    「すごいねー。あたしコーヒー飲めなくてー。お砂糖とかミルクとかいっぱい入れないと無理。ブラックなんてぜったいに無理っ」


    「俺おれ。のめるぜー」


    　ケンケンが話にいきなり割りこんできた。得意げにふんぞり返っている。


    「缶コーヒーじゃないよ。本物のコーヒーだよ？」


    「ったりめーじゃん。のめるぜー。のんだぜー」


    「い、いつのまに……」


    　ジンジンが驚おどろいた顔をしている。


    「僕が知らないあいだに、そんな成長をっ──」


    　口くち元もとに手をやって、ジンジンはぶつぶつとつぶやいていた。ショックを受けていた。


    「今日はコーヒーの日にしましょうか」


    「えっ？」


    　聖せい羅らの声に、ジンジンがはっとした顔を振り向ける。


    「小こ森もり。──用意してくださる？」


    「はい」


    　サスペンドから復ふつ帰きしてきた小森さんは、私し物ぶつのロッカーに向かった。中から出てきたのは、三角形のドリッパーと、紙のフィルター。そしてコーヒー豆。


    「いやほら……。四しノの宮みや先せん輩ぱいとかコーヒー飲めないようですから……。いつもの紅茶でいいんじゃないでしょうか」


    　早くも準備に取りかかっている小こ森もりさんの背中に、ジンジンがそう声をかける。


    「あたし飲みたーい。飲んでみたーい。飲めるようになるー。特訓するー」


    　挙あげていた手をぱたっと下おろして、霞かすみは、その顔をジルへと向けた。


    「ジルちゃんってコーヒー飲めるひと？」


    『カナダでは飲んでたけど。日本のは苦にが手てーっ。なんか濃こいよねー。あそうだ。わたし。お湯で半分に薄うすめてください。いいですか？』


    「承知しました」


    「俺おれー、砂さ糖とう、八個なー」


    「ケンケンあんたそれ入れすぎ」


    「おまえに言ってねーよ。トモちゃん。ワイルドに頼むー」


    「承知しました」


    「こもりんも聞いちゃだめ。てゆうか。こもりん。いつもケンケンのこと甘あまやかしすぎ」


    「べつに甘やかしてはおりませんが。──あと〝こもりん〟でなくて小森です」


    「なんであたしだけ訂てい正せいされてるのーっ！」


    　小森さんは淹いれ終わったコーヒーを六つのカップに注つぎ分けてから、皆のオーダーに従って一つずつ作っていった。聖せい羅らの分は小森さんはもちろんなにも聞かずに出している。


    「あたしっ。お砂糖もミルクも〝いっぱい〟でー」


    「おめえだってお子様じゃん」


    「あたしの〝いっぱい〟っていうのはせいぜい三杯とかそーゆーの。八杯も入れないし。だいたい砂糖溶とけきってないじゃん。それ」


    「たべるんだよ。うめえんだよ」


    　皆にコーヒーが回って、そして最後のひとり──。


    「ジンジンはブラックでいいんだよね」


    「え。いえまあ……」


    「え？　お砂糖とか入れるの？　でもブラックに凝こってるって……、さっき……」


    「ええと……」


    　ジンジンはすっと椅い子すから立ちあがった。部屋の隅すみのほうに移動してゆく。


    　そこで、ずばっと──。床ゆかに正座した。


    「すいませんでしたッ！　ほんとはブラック飲めません！　フカしこいてましたーっ!!」


    「あー……」


    　土ど下げ座ざを決めるジンジンに、なま温あたたかい視線が、五つ──向けられた。
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    中の人


    



    「〝中なかの人〟っていう言葉。たまに聞くことがあるんですけど。一体なんなんでしょうか？」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　今日のオピニオンリーダーはめずらしくジンジンだった。しかし彼が何なに気げなく質問してきたその内容に、部室に緊きん張ちようが満みちた。誰もがぎょっとした顔を見合わせている。


    （どどど。──どうする？　ジンジン訊きいてるけど。どうしようどうする？）


    　霞かすみは皆と顔をつきあわせると、密みつ談だんに突とつ入にゆうした。


    　ちなみに本人を目の前にして堂どう々どうと密談をすることを〝ＧＪグツジヨ部ぶ式密談〟と呼ぶ。


    『聖せい羅らちゃんのあれって、ジンジン君にはいつも聞こえていないんだよね？　聞こえないフリしているんじゃなくって、本当に聞こえていない──で、正解なんだよね？』


    （あいつがウソついてるときには、俺おれ、わかるぞー。見抜けるぞー）


    『さすが親友だねっ。──じゃあやっぱり、聞こえていないってことで、いいのかな？』


    （ねえそれより──どうやって説明する？）


    （てゆうか。中の人ってなんなんだよ？　俺。よくわかんねーんだけど？）


    （ケンケンは聞こえているほうでしょ？　ほら。セラちゃんの《副ふく音おん声せい》のことっ。あれ言ってるひとのほうっ）


    （あー。クチのわるい聖羅のことかー）


    　納なつ得とくしたようなしないような、そんな顔で、ケンケンもうなずく。


    　ケンケンの言うように、たしかに〝口の悪い聖羅〟であった。聖羅は普段は上品な女の子だが、時折、人が変わったかのように、きつい毒どく舌ぜつでつぶやくことある。いや──じつのところ、それがつぶやきなのかどうか、よくわかっていない。口の動きがまったく見られないことから「腹ふく話わ術じゆつ」ということになっているが、超ちよう常じよう現象であるという説せつも消え去ったわけではない。


    「ねえ……？　皆さん。さっきから、いったいなんの話をしていらっしゃるの？」


    「え？　いやあのね」


    　当とうの聖羅から、そんな質問をされて、霞はしどろもどろになってしまった。


    　ジンジンが聞こえていない件については、最初は聞こえないフリなのかと思っていたが、当の聖羅については言っていないフリというのはないだろう。


    「……えっとね。なんていうかね。セラちゃんのね。副音声的なねっ。アレというか」


    「あれですの？　あれってなんですの？　《副音声》というのが、あれなんですの？」


    　聖羅は怪け訝げんな顔をするばかり。まるでわからない、というカオ。


    「僕の話だったはずですが」


    「そ、そだよっ。ジンジンの話だったよ」


    　聖せい羅らとジンジンの間に座っている霞かすみは、二人に挟はさまれる形だ。左右を見るのに忙いそがしい。


    「副ふく音おん声せいとかじゃなくて──ええまあそれも気になってはいますけど。皆がよく話題にしている〝中なかの人〟というのは、いったいなんのことであるのかと、僕はそれが気になってしかたがないのですが。なんか仲間はずれにされているようで……嫌いやなんですよ」


    「そ、そだよねっ。な、仲間はずれはっ──。いくないよねっ」


    　だけどジンジンには聞こえないのだから、だって、しかたがないじゃない。


    「《副音声》の話ですわよ」


    　ジンジンの相手をしていると、こんどは聖羅がむくれる。


    　霞は板挟みにあってしまって、本当に困り果ててしまった。


    「だから～、中の人とぉ～、副音声はぁ～、同じ話題っていうかぁ～」


    「どういう意味ですの？」


    「どういう意味ですか？」


    「えっと。だからつまり。中の人がつぶやいているのが、副音声でぇ──。ほらっ、セラちゃんがたまにつぶやいている、あのすっごい毒どく舌ぜつな、すっごい不思議な声のことでぇ──」


    「え？」


    　聖羅はきょとんと目を見み開ひらいた。ぱちぱちと目をしばたたく。


    「えっ……？　あの……、それじゃあ？　あれって、みんなにも聞こえ──って？　えっ？　ええっ？　えええ──っ!?」


    　聖羅は慌あわてている。


    　その慌てぶりはといえば──霞たちのほうがきょとんとしてしまうぐらいだ。


    「えっとその、じゃあ──!?　ひょっとしてそれはつまり──。これまでのもみんな？」


    「これまでっていうか。ずっとまえからだよね？　何年も前。セラちゃんをお兄ちゃんに紹介したときあたりから……だったっけ？」


    　霞はジルへと、その顔を向けた。


    『うんそうだよー。マイ・サムライマスターに、キレキレの毒舌、言ってた』


    「ええっ!?　……あれまでっ!?」


    　聖羅は狼ろう狽ばいして、真っ青な顔になった。


    「そんな……、どうしましょう……」


    「べつにどうにもならないと思うよ？　だってセラちゃん。いつもそうだったし」


    「どなたか僕にもわかるように説明してくださいよ。〝中の人〟ってなんなんですか」


    「ごめん。むりっ」


    　霞はジンジンにそう言った。


    　聖羅が気づいていなかったということだけはわかったが──中の人と副音声のカンケイの謎なぞは、深まるばかりだった。
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    クルマの耳


    



    「ねー。クルマに耳ってあるじゃない」


    「は？」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　霞かすみのいつもの突とつ拍ぴよう子しもないネタ振りに、ジンジンが疑問符ふを返している。


    　普段ならそうですね、とまずは女性の意見の肯こう定ていから入るジンジンであったが、今日の話は、さすがに突拍子がなさすぎた。


    「いえ。車に耳は生はえていないと思いますが」


    「うっそ。あるじゃん」


    「痛いた車しやとかのことですか？」


    「イタシャ──ってなに？　イタリアの車？」


    「フィアットとかアルファロメオとかですね。一番有名なのはフェラーリですけど」


    「イタシャの話は、いましてないよ。耳の話だよ」


    「ですから車に耳は生えてないんですってば」


    「うっそだぁー」


    　霞は席を立つと、てくてくと自分のロッカーに歩いていった。


    　ロッカーから持ち出してきたのは、秋頃にＧＪグツジヨ部ぶ内で流行した〝脳のう波はネコミミ〟だった。


    　猫ねこ耳みみ付きのカチューシャを髪に着ける。スイッチを押して電源を入れて、耳をぱたぱたと動かす。本来は脳波の状態によって自動的に動くはずのアイテムなのだが、使って遊んでいるうちに、霞は自由自在に動かせるようになってしまっていた。


    『わたしもわたしもー』


    　ジルが私し物ぶつロッカーから〝脳波シッポ〟を出してきて、お尻しりに装そう着ちやくする。スカートの下でふさふさのシッポが、ふるふるブンブンと打ち振るわれる。本来は脳波で動くはずのアイテムだが、ジルも修しゆう練れんの果てに自在に動かせるようになってしまっていた。


    「これはわたくしもやらねばなりませんわね」


    　聖せい羅らが言った。彼女もロッカーから悪あく魔まの羽を持ち出してきて、ウエストに着ける。〝脳波デビルウィング〟は聖羅のいたずら心ごころを検けん知ちして自動的に動くはずのアイテムだが、修練によって──（以下同）。


    「今日は脳波グッズリターンマッチの日ですか」


    　ジンジンは三人の女性たちにそう言った。車の耳がどうかしたとかいう話だったような気がするのだが……。女性の──特に霞の──言げん行こうに理り屈くつと整せい合ごう性せいを求める無意味さは、よくわかっているつもりだ。


    「ジルおまー。ぱんつ見えてんぞ」


    「けんけん。えっち。めっ。」


    「ばーか。見せんなよ」


    　ケンケンが言うとおり、ジルのシッポが暴あばれると、スカート付近が危あぶなっかしいことになる。


    「ほらジンジン。これこれ。クルマで耳がこーゆーふうになってる子って……いるじゃない？」


    　霞かすみが言う。脳のう波はネコミミの耳を、ぺたんと寝かせる。


    「はい？」


    「駐車場にいる子とか。けっこう耳がこうなっちゃってる子って、いるよねー。……いない？」


    「あー……」


    　ジンジンには、だんだんと事じ態たいが呑のみこめてきていた。


    　霞が〝クルマの耳〟と呼んでいるのは──。つまり──。いわゆるひとつの──。


    『あははははー。いるいるー。霞ちゃん。よく見てるー』


    「耳が寝てる子って、あれってやっぱり寝てるのかな？　それとも元気ないだけかな？」


    「あのー。それってつまり耳ではなくて、車の左右についているアレのことですよね？」


    「そだよ。耳だよ」


    「ですから耳ではなく、それは〝ミラー〟というものです。サイドミラーといいまして、ドライバーが横や後こう方ほうを確認するためのものです。寝ているのは、眠ねむっているわけでも、ましてや元気がないからでもなくて、単に駐車時の破は損そん防止のために収しゆう納のうしているだけです」


    「なんで耳じゃないの？」


    「いや……。なんでって訊きかれましても……」


    「耳じゃなかったらカワイくないでしょ？」


    『耳じゃないなら。じゃあ車さんって音はどこで聞いてるの？』


    　霞とジルとで、よってたかって質問攻ぜめにされる。


    「い、いや……、ぼ、僕に訊かれましても……」


    「じゃあそれは百歩譲ゆずって〝みらー〟ってことでいいよ。だけどクルマに耳があったっていいじゃない。なんで付けないの？」


    「み、みみがあったら……、い、いたいじゃないですかぁ……」


    「あたしも百歩譲ったんだから。ジンジンだって二百歩くらいは譲ってよ」


    「え……、えええぇ？」


    　ジンジンはだいぶ前から涙目だった。さらに混乱をはじめた。


    「カワイイよ？　ねーケンケン。クルマに耳あったらカワイーよね」


    「ああ。カッケーな」


    「ほらぁ」


    「じゃあそれで……、いいです」
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    おべんとの友


    



    「いっただっきま～っす！」


    　いつもの昼休み。いつものせまい部室。


    　週一開かい催さいが恒こう例れいとなった、いつものおべんとタイム。


    　元気に声をあげてすぐにぱかっと蓋ふたを開ひらいたり、食前のお祈いのりを捧ささげていたり、まず紙ナプキンで丁てい寧ねいに手指を拭ぬぐったりと、各かく者しや各かく様ようにおべんとに向かう。


    「ふん！　ふん！　ふーん！」


    　霞かすみがおべんとに向かって腕うでをしゅっしゅっと振っている。


    　いったいなにをやっちょるのか──と、皆の注目が集中する。


    「ふりかけですか？　四しノの宮みや先せん輩ぱい」


    「おいカスミ。なんだそれ」


    「ふん！　ふん！　ふん！」


    　霞は得意げな顔になって、さらに腕を振りたくる。その手には小さな瓶びんが握にぎられていた。


    「これ？　これはねっ──なんでもおいしくなっちゃう魔ま法ほうの粉こなだよっ！」


    　そう言いつつ、霞は小瓶の蓋をきゅっと締しめた。蓋には紐ひもがついていて、その紐は携帯電話へと繋つながっている。つまりこの小瓶は携帯電話の〝ストラップ〟なのだ。


    「魔法かっ！」


    「ああ。なるほど。調味料の小瓶がストラップになっているわけですね」


    　ケンケンが熱く応おうじて、ジンジンがクールに応じる。


    『カワイー。みせてみせてー』


    「かけてみる？」


    　親指サイズの小瓶を霞から渡されたジルは、まず手のひらの上にちょっとだけ出した。透とう明めいな結けつ晶しようをぺろりと舐なめてみる。


    『おいしい味がするー』


    「だってそれ〝うまみ調味料〟だもん！」


    「ああ。グルタミン酸ナトリウムでしたか。……なるほど。実用品ですね。考えたものだなぁ」


    　ジンジンもクールを装よそおいきれなくなってきた。興きよう味みを隠かくしきれなくなる。


    『おいしくなーれー』


    　ジルは自分のおべんとうに、ぱっぱっと振りかけている。


    「俺おれにもかけさせてくだちい」


    「ケンケンなんでそこ敬語になるの？　あと〝くだちい〟ってなに？　〝くだちい〟って？　なんで〝ください〟じゃないの？　──いいけど」


    　ジルの手からケンケンの手に小こ瓶びんが渡る。ケンケンのご飯は本日は卵かけご飯。〝冷たいごはん派は〟のケンケンは、おべんとで卵かけご飯をよくやっている。


    「メラうめえ！」


    　卵かけご飯にうまみ調味料は、よく合うようであった。


    『だいぶ減っちゃったねー』


    　なにしろストラップサイズの小瓶だ。三人が使っただけで残り少なくなってしまっている。


    「だいじょうぶだもーん！　おうちに帰ったら大瓶から補ほ充じゆうして満まんタンにできるもーん！」


    「なるほど。合理的ですね」


    「あの……。もし？　それは……お塩ですの？」


    　ここまで静せい観かんを決めこんでいた聖せい羅らが、おずおずと遠えん慮りよがちに口を開ひらいてきた。


    「ちがうよセラちゃん。うまみ調味料だよ」


    「うまみ……ちょうみりょう？　ですの？」


    「あれ？　知らない？　セラちゃんのおうちにも、でっかい瓶、あるよね？　ないの？」


    「はて……？」


    　聖羅は小こ首くびを傾かしげるばかり。


    　ここで──いちばん静かだった小こ森もりさんが、「おほん」とわざとらしく咳せき払ばらいをした。


    「天あま使つか家けでは化学調味料は使用いたしません。──森もりが昔からの作りかたでやっておりますので。洋風の場合にはブイヨンにフォンドボー。和風の場合には昆こん布ぶ、鰹かつお節ぶしなどなど。きちんと味がついておりますので、足したり引いたりする必要はまったくもってございません」


    「なんで小森さん知ってるの？」


    「え？　それは……」


    　小森さんは口ごもる。


    「小森。わたくしも使ってみたいわ」


    「え？　それは」


    　小森さんは聖羅にぎょっとした顔を向けた。めずらしく表情がある。


    「そうね。小森。せっかく森が丹たん精せい込めて作ってくれている料理ですものね。文句を言ってはいけないわね。ああ。でもわたくしは、このままおバアちゃんになって死ぬまで〝化学調味料〟の味を知らずに終わるのね」


    「いえですからお嬢じよう様さま……」


    「いえ。わたくしは覚かく悟ごができております。天使家当とう主しゆとして。このまま一生。化学調味料を知らずに過ごす所しよ存ぞんっ」


    「お、お嬢様──っ」


    　聖羅と小森さんの主しゆ従じゆう漫まん才ざいをオカズにして、霞かすみたちは、うまみ調味料がかかってうまくなったおべんとを、ぱくぱくと食べた。
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    ＧＪ部時間


    



    「これはゆゆしき事じ態たいです！」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　部屋に入ってくるなり、霞かすみは突然──大声を張りあげた。


    「どうしましたの。霞さん？」


    「またケツがデカくなったんか？」


    「ちがう！」


    　びしっ、と地じ獄ごく突つきがケンケンの喉のど元もとに炸さく裂れつする。


    「きのう〝元がん祖そＧＪグツジヨ部ぶ活動記録集〟を読んでたらねっ！　書いてあったの！　大変なの！　あたしたち知らなかったの！」


    『なになに？　どうしたの？　霞ちゃん？』


    「ひとついいでしょうか。その活動記録集というのは一体……？」


    　至し極ごくまっとうな質問を繰り出したジンジンだが、例によってその質問の回答は得られない。


    「〝ＧＪ部時間〟っていうのがあったの！　だめだー！　あたしたち！　普通の時間で動いてたーっ！」


    　ひどく高いテンションで霞は叫さけんだ。叫んでから息いき切ぎれをして、はあはあ、ふうふうと、膝ひざに手をついて息をつく。


    「なんですの？　そのＧＪ部時間って？」


    『あれれっ？　姉さんから、なんか聞いたことあったかな……？　どうだったかな？』


    「ＧＪ部時間というのは──ッ！」


    　深呼吸して酸さん素そを補ほ給きゆうした霞が、また頑がん張ばって大声を張りあげる。


    『あっ！　思い出したっ。前後二時間の幅はばを取っていい、ゆるやかに流れる時間のことだって。姉さん言ってた』


    「ジルちゃん……、ないよ……、それはぁ……」


    　いいところを持っていかれて、霞はがっくりとうなだれた。


    『あ。ごめんね。霞ちゃん』


    　ホワイトボードの中でも、熊くまさんがぺこりとお辞じ儀ぎをしている。


    「質問なのですが。前後二時間の幅を取るというのは……具体的には、どういうことになるのでしょう？」


    　ジンジンが至極まっとうな質問をしてくる。こんどはスルーされずに済んだ。


    「論ろんより証しよう拠こっ！　やってみればわかるッ！」


    　霞は腕うで組ぐみをすると、そう言った。


    　次の日曜日に、駅前のロータリーで皆で待ち合わせをすることになった。


    　待ち合わせするばかりではアレなので、動物園に皆で行こうという話になった。どっちが目的でどっちが手段なのか、もはやよくわからなくなってしまっている。


    　待ち合わせ時刻は八時──。ただし〝ＧＪグツジヨ部ぶ時間〟で。


    　つまり朝の六時から十時までの四時間が、ぼんやりとした「待ち合わせ時間」の範はん囲いに入っているわけだ。その時間のあいだに来ていれば遅ち刻こくとはみなされない。


    「おっはよー！」


    　時間がきて、駅前で顔を合わせた皆は、挨あい拶さつを交かわした。あちこちでハイタッチが起きる。


    　現在時刻は、午前十時。


    　十時まで遅刻にならないのであれば、十時ぴったりに来るのが、当然の選せん択たくというものだ。動物園に出かけるにはちょうど良い時間であるし。だが──。


    「う。う。う。うえええぇぇ──ん！　み──、んな──、みんな！　お、おそいよう……っ」


    　時計の柱はしらの根ね元もとに座り込んでいた霞かすみが、皆の顔を見るなり、いきなり泣き始めてしまう。


    「ど、どうされたんですの？　──霞さん？」


    『霞ちゃん？』


    「ちょ──なんで泣いてるんですか四しノの宮みや先せん輩ぱいはっ」


    「ななな──なんで泣くっ！」


    　霞が号ごう泣きゆうしている理由に最初に気がついたのは、やはり女性に優やさしいフェミニストのジンジンだった。


    「ひょっとして……、四ノ宮先輩。……朝の六時から待ってたりしました？」


    　顔中を濡ぬらして、霞は、こくんと首を折った。ジルと聖せい羅らからハンカチを借りて、涙と鼻水を拭ぬぐう。小こ森もりさんが魔ま法ほうのように換えのハンカチを何枚も出してくる。


    「だって……、ＧＪ部時間は……、前後二時間なんだよ？」


    「それはまあ、そうですけど……。ＧＪ部時間で八時だから、六時から範囲のうちですけど。でも四時間もじっと待ってたんですか。電話くらいしてきてくれれば、すぐにでも──」


    「だって……、待ち合わせは十時までだったから……、時間のまえに電話してたら……、あたし……、面めん倒どうな女の子になっちゃうよ？」


    「こっちのがよっぽど面倒ですけど」


    　ぐしぐしと泣いている霞が立ち直るまでには、三十分の時間と、三本のホットおしること、あと八枚ほどのハンカチが必要だった。小森さんは本当にたくさんハンカチを持っていた。


    　その日の部活動は動物園にＧＯだった。トラを見てゾウを見てカバの大あくびも見た。冬のペンギンはとっても元気そうだった。


    　部活動としては結果オーライだったが──。〝ＧＪ部時間〟に関しては、改かい良りようが必要だということがわかった。
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    小手指冴子くる①


    



    「今日はこてさしゅさせこさんが来ます！」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　まだ全員が揃そろっていないときに、霞かすみがそう宣せん言げんする。


    　女じよ子し比ひ率りつが普段より多めの部室は、その言葉に、いきなり盛もりあがった。


    『えっえっ？　小こ手て指さし冴さえ子こさんって？　あのケンケンの彼女さん？』


    「カノジョじゃないよ友達だよ」


    　なんか間違えて覚おぼえちゃっているジルに、霞がさくっと訂てい正せいを入れる。


    　ただし唇くちびるはちょっと突きだし気ぎ味み。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。またアウトです。覚え間違いしてますよ？」


    「えっ？　あれ？　そうだっけ？　あたしこのあいだちゃんと覚えたのにー」


    「させこ。させこ。させこ。──よしっ」


    「よし、じゃないでしょう」


    「カップが足りませんね」


    　小こ森もりさんがぽそっとつぶやいた。


    　部室に置いてあるのは皆の分のティーカップだけ。予よ備びはない。


    「これでいいでしょう」


    　小森さんは紙コップを一個用意する。


    「だけど四ノ宮先輩。なんだってそんな危険なことをしたんですか？」


    　ジンジンがため息まじりにそう訊きいた。


    「キケン？　なにが？　どうして？　──だってセラちゃんが許きよ可か出しちゃったし」


    「だって面白いじゃありませんか」


    　そう言ってきたのは聖せい羅らだった。


    　唇の端はしに消せない笑みが張りついている。


    《思春期も迎えていない小しよう二に病びようの小こ僧ぞうが女おんな連づれで同どう伴はん出勤とは、さすが将来の超ちよう雄おす候補は毛け並なみが違いますこと》


    　聖羅の肉にく声せいとほぼ重なるようにして《副ふく音おん声せい》のほうも響ひびく。


    「セラちゃん、はみだしているよ」


    「べつにいいですわ。中なかの人が言わなかったらわたくしがかわりに言っていたところです」


    　《副音声》が周囲にも響いているということを、最近、聖羅は自じ覚かくするに至いたった。最初はひどく気にしていた聖羅だが、最近は慣れてきたのか、堂どう々どうとしたものである。


    　副音声によるすべての毒どく舌ぜつは〝中の人〟のせいとなって、自動的に免めん責せきされる。そういう不ふ文ぶん律りつがなんとなくできあがっていた。


    「おう。きたぞー」


    　ガラリと戸が開ひらいて、ケンケンが入ってきた。


    　皆の視線はその後うしろ──ケンケンの後あとについて、しずしずと歩ほを進めてきた一年生の女じよ子しに集中する。


    　身長は普通。だがスタイルは一年生としては大変に良い。


    　髪はセミロングで清せい潔けつ感かんがあった。サイドから伸びた細い三つ編みが後ろのほうで一つにまとまっていって、ぴしりとした感じ。


    　全体的にお嬢じよう様さま然ぜん。


    　なかなかに隙すきがなく、戦せん闘とう力りよくの高い女子であった。


    「はじめまして。小こ手て指さし冴さえ子こといいます」


    　両手を前に揃そろえて、彼女はぺこりとお辞じ儀ぎをした。


    「こてさしゅは、俺おれのダチだ。俺部活あるから、あんまり遊べねーけど。それでもいいってゆーから、ダチになったんだ」


    「よろしくお願いします」


    　ケンケンからそう紹介をされた彼女は──にっこりと微ほほ笑えむと、また頭を深ふか々ぶかと下さげた。


    　噂うわさにたがわぬ不ふ死じ身みぶりである。


    　彼女──小手指冴子は、前にケンケンに告白して振られたという経けい緯いを持つ女子であった。


    「付き合って」→「ごめん無理」となって、瞬しゆん殺さつ・撃げき沈ちんのはずが、いまもこうして生きて不死身性を発はつ揮きしている。


    　ちなみにケンケンの脳のう内ないでは「付き合って＝一緒に遊んで」であった。


    　その告白に込められた意味については、ぜんぜんまったくわかっていない。そもそもケンケンの意識のなかには「ＬＩＫＥ」はあっても「ＬＯＶＥ」がない。


    「まー。立ち話もなんだし。座って座ってー」


    　霞かすみが椅い子すを勧すすめる。


    「ありがとうございます」


    　少しは緊きん張ちようしているのか、やや固かたい顔のまま、彼女は腰こしを下おろした。


    　七人も入ると、せまい部室はますますせまく感じた。


    　冬だけど暖房がいらない感じ。もともと暖房なんてついていないけど。


    「おねーさんたちも、色々と聞きたいこともあるしー。普段のケンケンがどうしているのかとか」


    　霞が正しよう面めんに向かい合うように腰を下ろす。まずお菓か子しを勧める。


    　そうして──。


    　「お客さん」をまじえての話がはじまった。
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    小手指冴子くる②


    



    「普段ケンケンって、どうしているのー？」


    　さっそく霞かすみが初しよ手てを繰り出す。まずは軽くジャブ。世間話から。


    「カッコいいんですよ。健けん太た君は」


    「うっそー。バカばっかやってんじゃないの？　この子？」


    「いえ。本当にカッコいいんです。体育の時間とか大活躍ですし。いじめとかあったら止とめにいきますし」


    　小こ手て指さし冴さえ子こは、胸むねの前で手を組んで乙おと女めの表情になった。


    「そういえば前にこんなことがありました！　隣となりのクラスの女じよ子しがいじめられているって聞いて、怒ど鳴なり込みに行っちゃったことがあったんですよ。そんなことする男だん子しなんて、絶対、いないですよね。私。そのときにケンケン君は他ほかの男子とは違うんだって──」


    「それは私です」


    　小こ森もりさんが言う。お茶の用意をしていた手を止めて、肩かた越ごしにじっと、動かない視線で小手指冴子を見つめる。


    「そ、そうだったんですか……」


    　不ふ死じ身み女子も多少の動どう揺ようをみせていた。そこにもう一人女子がいるということを、たったいま気がついたような顔。普段小森さんは気け配はいを殺している。忍にん者じやみたいに知ち覚かくされない。


    「えへへー」


    　ケンケンは頭の後うしろで腕うでを組んで、すっかり〝ドヤ顔〟だ。「カッケー」と言われてご満まん悦えつだ。部室を満みたす硬こう質しつの空気には、もちろんまったく気づいてない。


    「ほんと。面白いですわぁ……」


    　聖せい羅らが頬ほおに片手をあてて、うっとりとつぶやいた。


    「僕は針の筵むしろに座らされている気分ですよ」


    「ＧＪグツジヨ部ぶ魂だましいが足りませんわね」


    「精しよう進じんします」


    　全員に紅茶が回る。小森さんが定てい位い置ちに戻ってサスペンドに入る。


    　小森さんの視線がなくなると、小手指冴子は、すこしほっとしたような顔で話しはじめた。


    「健太君は部活ではどんな感じなんですか？」


    「う～ん……、バカ？」


    「バカってゆったほーがバカなんだぞー」


    「ほらこんな感じ──って？　どしたの？」


    　小手指冴子は、目を丸くしてケンケンを見つめている。


    「い、いえ……。いつもの教室での健けん太た君とまるで違うので……」


    「いつもって……？　どうなの？」


    　こんどは逆ぎゃくに霞かすみのほうが聞く。


    「ケンケンって、いつでもどこでも誰に対しても、バカで失礼なやつなんじゃないの？」


    　小こ手て指さし冴さえ子こは、ぷるぷると首を振った。


    「いいえ。そんなことないです。健太君は落ち着いているっていうか。大人おとなっぽいっていうか」


    「おおお！　オトナっぽい!?」


    　信じられない言葉が飛び出してくる。


    「ジンジンが大人っぽいっていうならわかるけど。でもだって──ケンケンだよ？」


    「こんなスカしたのどーでもいいです」


    　ジンジンに冷たい一いち瞥べつをくれて、それから小手指冴子は、ケンケンに熱いまなざしを戻した。


    　なんだか知らないけど。彼女の夢をいまただちに挫くじかねばならない。そんな必要性を霞は感じた。


    　うん。そう。これは。そう。


    　一年生の後こう輩はいが、道を誤あやまることのないようにしてあげるだけ。そう。いわば親切。


    「だってケンケンなんてお子ちゃまだよ!?　いまだにお姉さんとお風ふ呂ろに入ってたりするよ!?」


    「はい？」


    　すぐには理解できなかったのか、小手指冴子は、小こ首くびを傾かしげた。


    「ああうん。そうだぜ。俺おれパズーとよくフロはいってるぞー。だって俺がはいってると、あいつ、入ってくるんだもん。マッパでガラリと──」


    　ケンケンは最後まで言葉を言わせてもらえなかった。


    　ばっしーん。──と。


    　強きよう烈れつな平ひら手ての一いち撃げきが、ケンケンの頬ほおを見舞ったからだ。


    　殴なぐったのは小手指冴子。


    「ぶ、ぶった」


    　殴られたケンケンも、けしかけた霞も、唖あ然ぜんとしていた。


    　彼女はそのまま憤ふん然ぜんとした顔で部室を出ていってしまった。部屋の戸が、ガラリ、バッシーンと閉しめられる。


    「コワイ……。オンナコワイ」


    　ケンケンは部室の隅すみで膝ひざを抱かかえてうずくまってしまった。女おんな怖こわい病がまた復活した。


    　何十秒も──。あるいは何分も経たってから、最初に立ち直った霞が、皆に向けて訊きく。


    「フラれた？」


    「いえ。それはないでしょう。彼女は小手指冴子です。つまり不ふ死じ身みです」


    　ジンジンがそう断だん言げんした。
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    地図を読めない女、話を聞かない男


    



    「ここがアインツバインだよね？　そうするとこっちのほうになるのかなー？」


    「そちらは違うんじゃありません？」


    『そうだよ霞かすみちゃん。そっちコンビニあるほうでしょ？　だからこっちじゃないかなぁ。かしてみて。ほら──』


    　コピー用紙にプリントアウトした紙の地図を前にして、霞とジルと聖せい羅らと、三人がなにかをやっている。


    　ひとつしかない机つくえの上で、おでこを突きつけ合わせるようにして、なにやら相談事だ。新しく発見した素す敵てきスポットの話なのだが──。


    「こっち？　それともこっち？」


    　霞はくるくると地図を回している。


    　道路の行きかたを確かめるために、曲がり角を通過するたびに、進行方向が上になるように、地図をくるくると回して持ち直しているのだった。


    　そんな光こう景けいを、ジンジンは不思議なものでも見るような目つきで、じーっと見ていた。


    「なに？　ジンジン？」


    「なぜそんなに視線に敏びん感かんなのでしょう。女性というのは」


    「そんなにガン見してたら誰だって気づくって」


    「健けん太たは気づきませんけど。──いえ。そちらはまあどうでもいいのですが。──なぜ先ほどから地図をくるくると回していらっしゃるのでしょうか」


    「ごめんなに言ってるのかわかんないよ」


    「えーと……」


    　ジンジンも自分がなにを訊ききたいのか、整理する必要があった。


    「北が上になるようにして持っていればいいんじゃないですか？　そのほうが見やすいですし。わかりやすいですよね？」


    「ごめん。まだわかんない」


    「ええと。北の方角を無視されて、ご自身の進行方向にこだわるのはなぜでしょう？」


    「だってそうしないとわかんないよね？　てゆうか。北なんて関係ないし」


    「関係ない……」


    　ジンジンはなにかショックを受けているようだった。


    　ややあって、気を取り直したのか、ジンジンは口を開ひらいた。


    「なるほど。そういえば聞いたことがありました。女性には地図を読めない人が多いと」


    「ジンジン。キミはいまなにか差別っぽいことをゆった」


    「え？　そうですか。いえそう聞こえてしまったのでしたら謝あやまりますが」


    「ほら。セラちゃんもなにか黒い毒どく舌ぜついってあげて。中なかの人とチェンジしちゃってもいいから」


    「いえべつに。このフェミニストを気取った小こ僧ぞうの正しよう体たいが女性差別主義者であることは、とうの昔に気づいておりましたし」


    「ちょ──。そんなだめですか。僕いまそんな物もの凄すごい非ひ難なんされるようなことしちゃったんですか？」


    「うん。そだよ。いまだいぶカッチーンってきたね。かなりケンケンしてたよ」


    「おいこら。なんで俺おれがでてくんだよ？」


    「ケンケンするって……。こ、こうですか？」


    　ジンジンはうろたえるあまり、ケンケンしてしまった。具体的には片かた脚あしでぴょんぴょんと飛んだ。


    「ジンジン失しつ格かくだね。キミはそんなキャラじゃないよ」


    「おいこら！　きけよ！」


    「ねえ霞かすみさん。そういえば〝地図を読めない女〟という言葉には続きがあるのではなくて？　いま中の人からの情報ですけど」


    「どんなの？」


    「なんでも──〝話を聞かない男〟だとか」


    「あー！　あるある！　男だん子しって話きかないよね！　俺俺俺俺！　って、自分の話しかしようとしない！」


    「話を聞かないのは女性の方のほうなんじゃないですか？」


    「おいこら！　てめーら！　きけよ！　俺のはなしをきけー！」


    「ほら」


    　霞がケンケンを顎あごで指し示す。たしかにケンケンは人の話を聞こうというタイプではない。「俺俺俺俺俺」と、自分が話すことしか頭にない。


    「む。……」


    「むー。……」


    　ジンジンと霞は、にらみ合いの体たい勢せいに入った。


    　端はたではケンケンが「きけよ！」とか叫さけんでいるが、双そう方ほうとも無視。


    　小こ森もりさんが紅茶を淹いれて、皆の前にカップを置いてゆく。


    　ジンジンと霞、二人の前にもカップが置かれる。


    　ふわりと紅茶の香りが立ちのぼる。争あらそいを続けていることが馬鹿らしくなるような良い香りだ。


    「停てい戦せんを提案します」


    「そだね」
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    いきものがかり


    



    「はーい。健けん太た。ごはんだよー」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　優やさしくて母性的な声が、窓まど際ぎわで響ひびく。普段の霞かすみとはまるで違う声だが、それもそのはず──。


    　ＧＪグツジヨ部ぶで飼し育いくされているペット──カエルのケンケンにエサをあげているところなのだった。


    「けんた。はい。こっち。」


    　霞の次はジルだった。いつもホワイトボードを使って筆ひつ談だんをしている彼女であるが、こういう時には肉にく声せいで話す。カエルに字を書いて見せても意味がない。


    　ビニール袋のなかに割り箸ばしを入れて、取り出したのは──うにょうにょと動く、細長くて肉色で、目も鼻もないが口だけはあるっぽい生き物。


    　つまりは〝ミミズ〟だ。


    　水すい槽そうのなかにお箸でつまんで下おろすと、ぱくりと食いついてくる。


    　ヒーター付きの豪ごう邸てい住まいの健太は冬眠もせずに冬でも食欲旺おう盛せいだ。健太はカエルなので生きて動いているエサしか食べない。夏なつ場ばや秋口までは、ジルが裏山に出かけていっては虫を捕つかまえてきていた。夏場はちょっと山を駆かけるだけでビニール袋が一杯になって楽だったが、しかし冬になって虫がいなくなってしまった。よって最近のエサは、もっぱらミミズオンリーだ。


    「毎日ミミズばかりなのに、好き嫌いしないでよく食べますね」


    　ジンジンが言う。霞たちから割り箸を回されて順番にエサやりをやっている。


    「えらいよね。健太は」


    「ほんと。偉えらいですね」


    　と。ジンジンが流し目を向ける先は──。


    「な。なんだよっ」


    　──ケンケンだった。


    「え？　なになに？　ケンケンってば好き嫌いとかあるの？　してんの？　しちゃってんの？」


    「健太は──っと。こちらの人間のほうの〝健太〟ですけど。食べられないものけっこう多いですよ。レーズンパンの干しブドウがだめだとか」


    「あれぜってーヘンだよ!!　パンにブドウとかありえねーだろ!!」


    「まあケンケンの偏へん食しよくはこの際どーでもいいとして。いまは健太の話だよね」


    「かたづけた！　──おい!?　きけよ!!　俺おれのスキキライの話だろぉ!?」


    　自分が話題の主役となるはずが、一瞬で脇わき役やくにされて、ケンケンは怒いかり嘆なげいている。


    「だめだよケンケン。ぜんぜんワイルドじゃないよ。給食のパンから干しブドウちまちまほじりだすとか、おねーさん、情なさけなくてナミダが出ちゃうよ」


    「な──なんでそれをっ!?」


    「ほんとにやってたんだ」


    　霞かすみはマジで冷たい目になった。はい。ケンケンの話、しゅーりょー。


    「ねえ……、セラちゃん？」


    　霞が目をやったのは、部室の片かた隅すみで一人椅い子すから離れようとしない聖せい羅らだった。


    「あ……、あのわたくし……、べつに健けん太たにエサをやりたくないわけじゃないんですけど……。でもそのっ……、うにょうにょしたのは……、苦にが手てでっ……」


    　椅子の背もたれを握にぎりしめ、その後うしろに隠かくれるようにして聖羅は言ってくる。


    「大丈夫だよ？　お箸はしつかうし。直接触さわるわけじゃないし」


    　ミミズの一匹を箸で掴つかんで、ほらほらー、と見せながら霞は言う。聖羅は「ひいっ」とか短く叫さけんで、小こ森もりさんの背中に飛びついていった。


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。それじゃイジメっ子ですよ」


    　なんか楽しそうな顔になっちゃって、お箸を持ったまま聖羅に近づいてゆこうとする霞に対して──ジンジンが先に釘くぎを刺さす。


    「なーなー。なんで聖羅のやつ。健太にエサやんねーの？　カワイイ女になっちゃってんの？」


    「そりゃミミズが苦手だからでしょ」


    「なんで？」


    「なんでって……、そりゃ……。女の子はふつー、苦手だよね？」


    　箸でミミズを持ったまま霞は言う。横でジルも、うんうんとうなずいている。しかし平気なほうの二人が言うと、ぜんぜん説せつ得とく力りよくがない。


    「なんだ。そんなことかよ」


    　──と。ケンケンはなにを思ったのか、自分のカバンを取りに行った。カバンから出してきたのはケンケンのおやつ。総そう菜ざいパン。パンの間あいだに挟はさんであるハンバーグを、指ですこし崩くずした。さらに小森さんに裁さい縫ほう用ようの糸をもらって、ハンバーグのかけらを糸の先に結むすびつける。


    「ほれ。これやってみ？」


    「い、生きているものしか……、食べないんじゃありませんの？」


    　聖羅はケンケンに言われるまま、半はん信しん半はん疑ぎで糸に吊つるしたハンバーグを健太の前に下おろした。


    　大きな目玉の前で、ふらふらと揺ゆらしていると──。


    　ぱくり。


    「たべた！　食べたわ！　食べましたわ!?　──ねえほら！　健太が！　健太がわたくしの手からエサを──！　ぱっくんって──!!」


    　と。声を大きくして皆に向いた聖羅であったが──。


    　皆からのなま温あたたかい視線をモロに浴あびて、真っ赤になってしまう。


    〝健太〟がＧＪグツジヨ部ぶの一員となっておよそ一年。聖羅もエサやり当番ができるようになった。
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    紅茶テスト


    



    「きょうはー！　紅茶テストのひー！　どんどんぱふぱふー！」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　冬の寒さむ々ざむとした部室のなかに、霞かすみの奇き声せいが突とつ如じよとして沸わきおこる。


    　奇声慣なれしている皆ではあったが、本日はその内容に、「ん？」という顔をする。


    「紅茶テスト……ですの？」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。なにをテストするんですか？」


    『紅茶キノコ……じゃないよね？　霞ちゃん』


    「おまー。どんどんぱふぱふって口でゆーなよ。はずかしいぞー」


    「あ。はい。紅茶ですね。すぐ淹いれます」


    　サスペンドしていた小こ森もりさんまで起きてきて、勘かん違ちがいしちゃって、動きはじめてしまう。


    「師し、曰のたまわく！　紅茶もウーロン茶もそして緑りよく茶ちやも、葉っぱは皆、元々おなじものであーる！」


    「師って誰ですの？」


    「そういえば〝やぶきた紅茶〟とかありますね。やぶきたといえば日本の緑茶のブランドとして有名ですが。なるほど。緑茶と同じ葉を使った紅茶なわけですね」


    『勉強になるねー』


    「俺おれ。緑茶っての好きじゃねーんだ。砂さ糖とう入れられねーじゃん」


    「やぶきたですね。こんど入れておきます」


    　皆はてんでんばらばらに違うことを言ってはいるが、全体として、なんとなくまとまっていたりもする。これがＧＪグツジヨ部ぶの会話である。


    「あたし。このあいだ気がついたの。ウーロン茶飲んでて。なんかこれ、味あじが紅茶と似てるよねーって」


    「いえ四ノ宮先輩。それは明らかに違うでしょう」


    「あと淹れて半日経たって色が変わってシブくなっちゃった緑茶──これも味が似てるんだよね」


    「いえですから普通に違いますって」


    「ふっふっふ……、そう言うだろうと思ったよ？　だから用意してきました！」


    　──と、霞がテーブルの上に持ちだしてきたのは、ステンレスの水すい筒とう。五百ミリリットルくらい入りそうな遠足サイズの水筒が三本ほど。


    「あ──こもりん。紅茶淹れなくていいから。持ってきてあるから」


    「承知しました」


    　小森さんは電気ケトルのスイッチを切った。


    　皆の前に紙コップが三つずつ並べられる。それぞれに、「紅茶」「ウーロン茶」「半日経った緑茶」が入っているが、どれがどれなのかはわからない状態にされている。


    「なるほど。ブラインドテストなわけですか。僕たちの味み覚かくに対する、これは挑ちよう戦せんですね。なるほどたしかに普段飲んでいますし、もちろんわかるつもりではいます。でも口で言うなら誰にでもできます。実際に試こころみて証明する必要は確かにありますね。じつにＧＪグツジヨ部ぶ的です」


    「めんどくさい理り屈くつをこねる小こ僧ぞうですわね。素す直なおに面白そうですと言えばいいのです」


    「天あま使つか先せん輩ぱい……それちょっとキツくないですか？」


    「セラちゃん、副ふく音おん声せいがはみだしているってば」


    「ジンジンにも聞こえるように代だい弁べんしただけですわ。中なかの人のかわりに」


    　このくらいの毒どく舌ぜつや、もっとすごい毒舌は普段あたりまえのように響ひびいているが──。《副音声》だと、どうもジンジンには聞こえないようなのだ。


    「それでは。僕から……」


    　一番やりたがっているジンジンが、まず三つのカップに口をつける。


    「ん？」


    　三つすべてを一口含ふくんでから、ジンジンは眉まゆを寄せる。そして二周目に突とつ入にゆうしていった。


    「ん？　ん？　ん？　……あれ？」


    「ねー？　ほらどうよー？　けっこうわからないもんでしょー？」


    　ジンジンが開かい拓たく者しやとなったことで、皆もそれぞれ口をつけはじめる。


    「おー。にてるにてるー」


    『ほんとだ。味あじだけだとすごい似てるねー』


    「でしょでしょ？」


    　ケンケンと聖せい羅らからも肯こう定ていを受けとって、霞かすみは得意な顔になった。


    「さあ。最後セラちゃんの番だよ」


    「ふ……。わたくしがいったい何年紅茶を飲んできていると思って？」


    　聖羅は髪を手で払った。そしてカップに口を付けていき──。


    「……わかりませんわ」


    　あっさりと降こう参さんした。そしてへこんでいた。


    「わたくしの……、生まれてからの十数年って……、いったい……」


    　へこみきっている聖羅の前に、すっとカップが二つ出てくる。


    「お嬢じよう様さま。こちらをどうぞ」


    「私の淹いれた紅茶と普通の紅茶です」


    「紅茶とウーロン茶の区別もつかないエセお嬢様のわたくしに、そんな区別つくはずが……」


    　と、新たな〝紅茶テスト〟に挑いどんだ聖羅は──。


    「わかります！　わかりますわ！　こちらが小こ森もりの淹れてくれた紅茶ですわ！」


    　聖羅は小森さんの紅茶だけは区別がつくようであった。──愛ゆえに。
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    クリスマスくる①


    



    　十二月二十四日の夕方六時──。


    　精せい一いつ杯ぱいのおめかしを決めこんだ霞かすみたちは、天あま使つか邸ていの門の前に集合した。


    　着き飾かざった霞とジルはもとより、ジンジンもフォーマルにスーツでキメている。花はな束たばとか、さりげなく手にしちゃっているところが、いかにもジンジンくさい。


    　ひとりケンケンだけが、パーカーで野球帽を逆さかさにかぶっていたりしていて、ラフな服装でいる。


    　しかしそれで浮いてしまっているかといえば、そんなこともない。


    　ＧＪグツジヨ部ぶのパーティーはどんな格かつ好こうでいてもそれが〝正せい装そう〟だ。各自の好きな格好でいればよいのだ。


    　霞は皆に振り返った。そして言う。


    「いい？　合図で、こーんーにーちーはー！　だからねっ？」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。もう夜なので──。『こんばんは』だと思います」


    「そっか。じゃあそっちで。……いくよ？　いーいー？」


    　皆で大きく息を吸すいこむ。


    　そして──。


    「こー！　んー！　ばー！　んー！　はー！」


    　一いつ斉せいに声を揃そろえて、そう叫さけんだ。


    　玄関に灯あかりが灯ともった。そしてドアが開ひらく。


    　明るい家の灯りをシルエットに、鉄門のところまで歩き出してきた人は──。


    「え？　森もりさん？　え？　あれ？　……小こ森もりちゃん？」


    　てっきり森さんが出迎えてくれるかと思ったのだが、出てきたのは──たぶん小森さん。


    　スーツをぴしっと着こなした小森さんは、まじまじと見つめる霞の視線を浴あびながら、門を開いた。


    「いらっしゃいませ。四ノ宮様。皆様」


    　ぺこりとお辞じ儀ぎをする。


    「四ノ宮様──じゃなくてってさ。小森ちゃんでしょ？　なにやってるの？」


    　霞は問い質ただした。


    　立たち居い振ふる舞まいや話しかたまで森さんの完コピだが、しかし目の前にいるのは明らかに小森さん。


    「いえ。森です」


    「うそだよ。こもりんだよ」


    　確信を込めて霞かすみは言った。


    　だって縮しゆく尺しやくが違う。


    　森もりさんと小こ森もりさんの縮尺比は、およそ一・二五分の一スケールくらい。ぱっと見て、間違えることはない。


    「〝こもりん〟ではなくて、小森です」


    「ほら訂てい正せいした。──やっぱ。こもりんだった」


    　霞は後うしろを向いて皆に言った。


    　皆もこくこくとうなずいてくる。


    「やはりバレますか。出入りの方々には結けつ構こうバレないものなのですが」


    　屋や敷しきの入り口まで歩いて案内をしつつ、小森さんはそう言った。


    「なにやってんの？　小森ちゃん？　森さんは？」


    「森はじつはいま手が離せないので。──代だい役やくです」


    「森さんってお母さんいるんじゃないっけ？」


    「いえそんなことは──ああ。はい。います。ですが森（母）も手が離せないもので」


    「でもだからって小森ちゃん。ガッコにいるとき以外まで──」


    　学校にいるあいだ、小森さんは〝役目〟とやらで聖せい羅らの世話をよく焼いている。学校の外そとや家でのことは、〝小〟の付かない大人おとなの森さんの担当だったはずだが──。


    「バイト代でます。うまうまです」


    「森さんが〝うまうま〟とか言ったーっ!?」


    「いえですから小森です」


    　そんな話をしているうちに、玄関へと着く。


    　屋敷といっても天あま使つか家けの家はそんなに大きくはない。門から玄関まで、庭石を三十個ばかり踏ふんでゆくと到着する。


    「当屋敷にようこそいらっしゃいました。天使家当とう主しゆの聖羅でございます」


    　玄関では正せい装そうをした聖羅が待ち受けていた。


    　すごく上品にお辞じ儀ぎをしてくる。


    　女じよ子したちはスカートの裾すそをつまんでお辞儀を返した。


    　男だん子したちは──特にケンケンなどは、ジンジンに肘ひじで小こ突づかれて、ぽかーんとしていた顔を直した。


    「お招まねき頂いただいて光こう栄えいです」


    　さらりとそんなことを言っちゃっているのは、もちろんジンジンだ。


    「さあ。いらして。用意は完かん璧ぺきにできていますわよ」


    　聖羅が片目をつぶってくる。


    　ＧＪグツジヨ部ぶのクリスマスパーティーが始まった。
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    クリスマスくる②


    



    「おじゃましまーす……。うっわー。すっごーい！　ごちそうがいっぱいだー！」


    　通されたリビングルームはすっかりクリスマス仕し様ようとなっていた。


    　大きなテーブルの上にはごちそうがいっぱい。部屋の隅すみではクリスマスツリーがぴかぴかと点てん滅めつしている。


    『セラちゃんのおうち、いつ来ても大きいねー』


    「おじいさまのおうちのほうが大きいですわ。門から車に乗らないと歩いてゆくのが大変です」


    「どこかよその国の話みたい」


    「これだけ広かったら、飾かざり付けとか大変だったんじゃないんですか？　言ってくれれば手伝いましたけど」


    　気を利きかせてジンジンが言うが、聖せい羅らは笑って返した。


    「うふふ。それじゃお客様になりませんわ。それに……、うふふっ……、小こ森もりったら、ずいぶんと頑がん張ばっておりましたのよ」


    　と、上じよう機き嫌げんに言ってくる。


    「仕事ですので」


    　小森さんは無表情で素そっ気けなく言ってくる。


    「そういえば。まーちゃんは？」


    「お出かけです」


    　小森さんがそう答える。まーちゃんというのは、天あま使つか家けの三女──という設定であるが、じつは長女の天使真ま央おのことであった。霞かすみはいまだに「まーちゃんは小学四年生」と思いこんだままである。初しよ対たい面めんのときに「何年生？」と訊たずねて、「二年だが（高校の）」という答えが返ってきた。それを霞は小学二年生のことだと誤ご解かいして、以来、二年が経けい過かしている。ちなみに彼女の実際の学年は、大学の一年生である。


    「へー。クリスマスにお出かけかぁ……。小学校の友達の誰かのところのパーティー？」


    「まあそのようなものです」


    「ふーん……」


    　霞はそのあとも何かを探さがすように、きょろきょろと家の中を見回していた。


    「恵めぐみさんは？」


    　こちらは天使家の次女のほう。霞の兄である四しノの宮みや京きよう夜やと同級生で高校三年。


    「あちらのＧＪグツジヨ部ぶのほうのクリスマスパーティーですね」


    「そだっけ。──いつもここでやってたんでしょ？　なんか取っちゃって悪いみたい」


    「さあさあ。そんな話はあとであとで。まずは、ぱーっと盛もり上がりましょう」


    　聖せい羅らがぱんぱんと手を打って話題を追い払う。


    「鶏とりです」


    　クリスマスのごちそうといえばコレ。鶏の足のローストが山やま盛もりになって持ってこられる。


    「ケーキです」


    　つぎはケーキがきた。これがなければクリスマスは始まらない。


    「牛うしです」


    　ローストビーフの大きな塊かたまりがでてきた。それを小こ森もりさんが目の前で切り分けてゆく。


    「豚ぶたです」


    　なんと！　子豚の丸焼きまで出現した！　何十センチもあるような銀の大皿にオレンジ色によく焼けたコブタさんが寝そべっていらっしゃる！


    『かわいー』


    　ジルがホワイトボードにそう書いた。「かわいー」と「おいしい」は同じところで感じるのだと、彼女はそう言う。


    「ねえ。こもりんも座ったら？　はい。シャンメリーどうぞー」


    　さっきからずっと動きっぱなしの小森さんを呼びとめて、クリスマスの醍だい醐ご味み、シャンパンならぬ、シャンメリーを注そそぐ。


    「ですが私が動かないと食料が供きよう給きゆうされませんが。──小森ですが」


    「トモちゃんも。まー食え。うまいぞこれー」


    「いえ。味あじ見みしていますので知っています。あとトモちゃんは忙いそがしいです」


    　ケンケンの誘さそいも断ことわってキッチンに行こうとする小森さんの足を、霞かすみは、はしっと捕つかまえた。


    「待った待ったーっ！」


    「なんでしょう？」


    　足を掴つかまれて、困った顔で小森さんは振り向く。


    「だめだってば。せっかくのクリスマスなんだから。みんなで楽しまなきゃー」


    「ですが。誰かが裏うら方かたをやらないと。食事も飲み物も──」


    「うん。だから順番にしよ？」


    「順番……ですか？」


    　霞の提案に小森さんは小こ首くびを傾かしげる。


    「あたしも料理、すこしくらいならできるしー。ジルちゃんワイルド系の料理得意だしー。あとジンジンすごい女じよ子し力りよく高いよ。自分でお弁当作れちゃうくらいなんだから」


    　落ちつかなさそうな小森さんをみんなで説せつ得とくして、とにかく座ってもらった。


    　そこからは皆で交こう代たいでキッチンに立った。ジンジンだけでなく、ケンケンもキッチンに立った。聖羅でさえも頑がん張ばって、不ぶ格かつ好こうなサンドイッチを作ってきた。


    　みんなで楽しむクリスマスは、とてもＧＪグツジヨ部ぶ的なものとなった。
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    虫歯


    



    「虫歯出来ちゃったー。歯医者さんこわーい」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　霞かすみがほっぺたを押さえて、そう言った。


    　めずらしく霞が静かにしている日だった。お菓か子しも食べないで物もの憂うげにしていて、周囲はいったい何なに事ごとかと、心配をはじめていた頃だった。


    　謎なぞ解ときがなされて、皆は、な～んだ、と安あん堵どの表情を浮かべる。


    「わらいごとじゃないよ。痛いたいんだよ」


    「笑っておりませんわ。大変ですわね。霞さん」


    「そうなの。もう乳にゆう歯しじゃないから。抜けないから。ちゃんと治ち療りようしないと～。ドリルでガリガリ削けずられる～。やだ～。こわ～い」


    「つらいですよね。虫歯は」


    「では今日は砂さ糖とう抜きにしたほうがよいですか」


    　皆からお見舞いの言葉が届けられる。


    『霞ちゃん。どの歯。奥のほう』


    「んーとねっ……」


    　霞が口を開ひらいて、ジルにその歯を見せようとしたところで──。


    「なーなー──？」


    　ひとり、ぽかーんとした顔でいたケンケンが、そう訊きいてきた。


    「──なによ。ケンケン？」


    　歯の痛みもあって霞は不ふ機き嫌げんな顔になる。


    「虫歯って……、痛いんかー？」


    「は？」


    　霞は訊き返した。


    「痛いに決まってんでしょ。ケンケンだって知ってるでしょ。虫歯になったことがあれば──」


    「ねえもん」


    「は？」


    　霞はまた訊き返した。


    「俺おれ。虫歯になったこと、ねーもん」


    「ないの？」


    「ないぞー」


    「健けん太たは歯し科か検けん診しんの英えい雄ゆうです。常つねに勝しよう者しやの側がわにいる人間です」


    　そう答えてきたのは、「ケンケン学」の第一人者であるジンジンだった。


    『へー。ケンケン君。それすごいね。野や生せいの狼おおかみみたいだね』


    「すごかろー」


    「うそだあ」


    　だが霞かすみは信じなかった。いま自分を襲おそっている虫歯の痛いたみは現実で、それを経験したことのない人間がいるなんて信じられない。


    「ほんとだって。ウソついたってしょーがねーだろ。こんなことで。ほんとに一本もねーぞー」


    「見せてみなさいよ」


    　霞の手がケンケンの口に伸びる。みにょ～んと、くちびるを縦たて横よこ縦横と引っぱり広げる。限界テストにかけるような勢いきおいで、頭ず蓋がい骨こつでも覗のぞけてしまえそうな感じに、ケンケンの口を大きく引っぱった。広げまくった。


    「ほんとだ！　虫歯がないっ！」


    「ほーふぁほー」


    　口を引っぱり広げられたまま、ケンケンが言う。たぶん言っているのは「そーだろー」という言葉。


    　ケンケンの歯はどれも真っ白で健康そのものだった。虫歯の一本もないことは素しろ人うと目めにもすぐにわかった。


    「でも乳にゆう歯しハケーン。一本あったー」


    　霞が手を離はなすと、引っぱられて輪ゴムみたいに伸びきっていたくちびるが、しゅぽんと音を立てて元の形に戻った。


    「なんだよー！　虫歯ねーんだから、いーじゃんよー！」


    　乳歯があると言われてケンケンは驚おどろいていた。


    「やーい！　おこちゃまー！」


    　霞が得意げになってはやしたてる。


    「あたしなんて乳歯ないもんねー。去きよ年ねんぜんぶ抜けたもんねー」


    「みせてみろー!?」


    「いいわよ？」


    　腰こしに手をあてて霞は「あたしは誰の挑ちよう戦せんでも受ける」というカオ。


    　さっそくケンケンの手によって、くちびるを縦たて縦たて横よこ横よこと引っぱり広げられる。


    「ねえジンジン」


    　そんな二人のことを見つめながら──。聖せい羅らは横掛けにしたお面めんで、横にいるジンジンに問いかけた。


    「どちらもお子様ですわよね。──そうは思いません？」


    「そうですね」
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    勇者


    



    「セラちゃんの髪って、きれーだよねー」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　霞かすみが聖せい羅らの髪をブラッシングしていた。


    　椅い子すを二つ並べて──。聖羅の背中側がわに座り──。霞はせっせとブラシを動かしている。


    　聖羅の漆しつ黒こくの髪は、いつも艶つや々つやでサラサラなのだが──。


    　それは小こ森もりさんや森もりさんのメンテのたまものである。


    　メンテが途と切ぎれるとどういうことになるのかということは、以前、聖羅がゲームにハマっていたときに知ることとなった。


    　残念ジャージに残念ヘッドバンド。そして髪もぺたんとなんだか脂あぶらっぽくなって毛先のほうなんてもう跳はねまくり。


    　そんなことになってしまわないように、聖羅の髪のブラッシングは欠かせない。


    　いつもは小森さんのしていることを、今日は霞が名乗りでて、やらせてもらっている。


    「あたしも、セラちゃんみたく長くしたいんだけどねー。せめてジルちゃんくらいに」


    　さっさっと手を動かし続けながら、霞は言う。


    「だけどあたし、ちょっとクセっ気だから。まとまらなくなっちゃうから。小学生のころ、いっぺん長くしてみたことあったんだけど、ダメー。すぐ絡からんじゃって」


    　霞はブラシを持っていないほうの片手で、自分の前髪をつまんでみせる。


    「霞さんのその髪型も。わたくし好きですわ。元気そうで」


    「ポニテ好き？　とりかえよっか？」


    「うふふ……、どうやって？」


    　──と。


    　そんなふうな女の子同士のたわいない会話に、じーっと耳を傾かたむける者がいた。


    　片手で文庫本を構かまえてはいるが、目はぜんぜん文面に向いていない。眼鏡めがねの奥のその目は横に向いていた。つまりブラッシングを受ける聖羅のほう。


    　そんな男だん子しの視線を、もちろん霞が気づいていないはずがない。


    「なに？　ジンジン？」


    　いちばんドキリとさせるタイミングを狙ねらって、霞は不意をついて、ジンジンにそう話しかけた。


    「い。いえべつに──」


    　ジンジンはさりげなくそう言って小説へと戻った。しかしバレバレだ。


    「うっそ。いまガン見してたよ」


    「してないですよ。ちらっと目線がそっちに一瞬行っていたかもしれませんが」


    「じゃあそれはいいから」


    　霞かすみはあっさりと引きさがった。


    「──やってみる？」


    　かわりにブラシを差しだして、ジンジンに問いかける。


    「[image: ]？」


    　妙みょうな声を洩もらして慌あわてていたのはジンジンだけではない。ブラッシングを受けていた当の聖せい羅らのほうも慌てた感じで身じろぎをする。


    「ちょ……っ、霞さん？」


    「こんどジンジンにやってもらおうよ。セラちゃん。ジンジンきっと上じよう手ずだよ」


    「そ、それはそうかもしれませんけど……、でもっ」


    「ちょ──なんでそんなことがやるまえからわかるんですか。あと僕がやることはそれ確定事じ項こうになってるんですか。僕の意見や意思というものはいったいどういう扱あつかいになっているんでしょう」


    「お兄ちゃんもね。上手なんだよ。毎日、お風ふ呂ろあがりに、かすみの髪をブラッシングしてくれるよ？」


    「すいませんが四しノの宮みや先せん輩ぱいのお兄様の話なんていまはこれっぽっちもやっていませんが」


    「いいから。ほら。──はい」


    　霞はブラシをジンジンに向けてくる。


    「ほら、でもないですし。はい、でもないですし。……だいたい、そういうの、どうなんですか？　天あま使つか先輩の意思はどうなんですか？」


    「セラちゃん？　どうなの？」


    「わ、わたくしは……」


    　と、聖羅は激しく言葉に詰つまってから──。しばらく迷まよい、そのあとで思い切ったように、口を開ひらいた。


    「わたくしは……、構かまいませんわ。ジンジン。髪に触ふれることを許可します。さあ……、よろしくてよ？」


    　ぴしりとまっすぐに伸ばした背せ筋すじがジンジンに向けられる。


    　その黒くろ髪かみをじいっと見つめ──。その威い圧あつ感かんに──。ジンジンは敗はい北ぼくした。


    「すいません。無理です」


    　がくりとうなだれてジンジンは負けを認めた。


    「んなことできるわけないじゃないですか……。そんなことやれる人がいたら勇ゆう者しやですよ」


    「そこまで？」


    　微び妙みような空気になってしまっている部室のなかで、霞は一人、ぽかんとしていた。
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    無自覚ジゴロ


    



    「ケンケンってさー。無む自じ覚かくジゴロだよね」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　霞かすみがぽつりとそんなことをつぶやいた。せまい部室であるからして、ほんのちょっとしたつぶやきでも、当然、相手の耳には聞こえる。


    「じごろって、なんだー？」


    「知らないの？　四、五、六、って書くらしいよー」


    『四五六？』


    　ジルがホワイトボードに書いてみせる。


    「それ当て字ですわよ。フランス語にもgigoloとありますから。外がい来らい語ごではないかしら」


    「そなの。へー。セラちゃん物知りー」


    「おまえら俺おれと話せよ。それわざとやってんのか？　だからジゴロってなんだー？」


    「こてさしゅさせこちゃんの件けんだってあるし。やっぱりケンケンはジゴロで決定だよね。有ゆう罪ざい確定だよね」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱいそれは……、いえ、もういいです」


    　小こ手て指さし冴さえ子この名前を変に覚おぼえてしまっている霞のことを──ジンジンはもう正ただすのを諦あきらめた。


    「俺なんでユーザイなんだ？　ジゴロってなんか悪いコトなのか？」


    「はい。ケンケン有罪だと思う人っ！」


    　霞が挙きよ手しゆを求める。ずびっと五本の腕うでが上がる。ケンケン以外全員一致で、有罪が確定する。


    「うおっ」


    　ケンケンは驚おどろいている。


    「俺……、なんか悪いところあったら……、直すから。だからその〝じごろ〟ってゆーのがなんなのか……。おしえてくだちい」


    「だからなんでそこ敬語？　あと〝くだちい〟ってなによ」


    「霞さん。そろそろ意地悪はやめて教えてあげましょう。ケンケン壊こわれちゃいますわよ」


    「そだね」


    　霞は腕うで組ぐみをした。言葉を探さがしはじめた。


    「──てゆうか。いざ説明しようとするとムズカシイよね。いやべつに意地悪じゃなくって」


    『わたしもジゴロってよくわかんない。誰かおしえて？』


    　ホワイトボードの中で熊くまさんが「はーい」と片手をあげて訊きいてきている。


    「ジルちゃんさっき手ぇあげてなかった？」


    『えへへ』


    「一般的に言えば、ジゴロという言葉は、複数の女性と気き軽がるに関係を持つ男性のことを指すのではないでしょうか」


    　ジンジンが言う。そこに霞かすみが反論をしてゆく。


    「でもそれじゃ単なるナンパ師じゃない？　あるいはスケコマシとか」


    「僕に飛び火しなくていいですから。いまは健けん太たの話題のはずです」


    「なんだなんだなんだ？　ジゴロって軟なん派ぱなやつのことなのか？　なら俺おれ、ちがうぞ。俺は硬こう派はなんだぞ」


    「やめておいたほうがよろしくてよ。ケンケン。あまり言ってると、また採さい決けつ取られてしまいますわよ」


    『あのじゃあそうすると……。ジゴロって、〝ひも〟とか、そういう感じでいいのかな？』


    「うっわ。ジルちゃんエグイ言葉知ってるねー」


    「ヒモ？　ヒモって、ひもか？　ロープか？　おいだから、なんなんだってばよー！」


    「でもなんかちょっと違うよね」


    「違いますね」


    　霞はジンジンと二人、腕うでを組んで考えこんだ。


    「もうすこしワルイドな感じ？　ちょいワル？　だいぶワル？」


    「そっち系けいのイメージですよね」


    「そうだ！　わかった！」


    　霞が腕組みをしたまま、くわっと目を見み開ひらいた。


    「ジゴロっていうのは！　──女の子をつぎつぎ食い物にする悪いオトコのことだっ！」


    「ああ。なるほど。しっくりきました」


    「なんだそれは！」


    　外がい野やっぽいポジションで話を聞いていたケンケンが、突とつ如じよ、怒おこりはじめた。ジゴロ呼ばわりされた不名誉に対して怒っているのかと思いきや──。


    「女ってのはなー！　守ってやんなきゃいけねーんだ！」


    　違った。〝ジゴロ〟に対して怒っていた。


    　ケンケンは本気で怒っていた。腕を天に向けて振りあげている。


    「女は男より弱えんだから。強えやつが弱えやつを守ってやるのは、あったりまえだろ！」


    　こういうことを臆おく面めんもなく素すで言えてしまうのがケンケンというやつである。


    「やっばい。いまちょっとクラっときたかも。あたし」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。ミイラ取りがミイラにならんでください」


    「お。ジンジン。ムズカシイ言葉知ってるよねー」


    　ＧＪグツジヨ部ぶの放課後が、ゆるゆると流れる。


    　次の議題は、〝ミイラ取りがミイラになる〟の語ご義ぎについてだった。
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    メリハリ


    



    『メリハリってあるよねー』


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　めずらしくジルが話題をはじめた。話題を始める者のことを、ＧＪグツジヨ部ぶでは伝統的に〝オピニオンリーダー〟と呼ぶ。いつもならそれはたいてい霞かすみの役目。


    『あれってどっちがどっちだと思う？』


    「どっちってなにが？」


    　ポッキーをくわえて霞が顔を向ける。こりこりかりかりと短くしていって、ごっくんとやったあと、もう一本、新しいものを口にくわえたあと──。なにげなく「んっ」と、ジルのほうに先せん端たんを向ける。


    　ジルもジルで、一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく、その先端にぱくんと食いつく。


    　二人でかりこりかりこりと左右から短くしていって、くちびるが触ふれあってしまうかどうか、きっとたぶん軽く触れちゃっているよねー、というあたりで、どちらからともなく顔を離はなす。


    　ＧＪ部の女の子たちの間ではよく見かける光こう景けいであるが──。


    　男だん子したち──特にジンジンなどは、なぜだか赤らめた顔をうつむかせていたりする。


    『メリハリっていう言葉って……。メリとハリとがあるよね』


    「あるよね」


    　ポッキーを食べ終わると、何なに事ごともなかったかのように話が再開される。また新しいポッキーを霞は自分でくわえて、もう一本を、ジルの口にさしこむ。


    『それってどっちがどっち？　どっちが〝ゆるふわ〟なほう？』


    「なるほど。難なん問もんだそれはー」


    　霞は椅い子すの上で反そり返った。ポッキーの先端が天てん井じように向く。


    「──てことで。ガン見してきてるジンジン君」


    「ふえっ？」


    　ポッキーの先端をずびっと向けられて、さらには霞に名指しされて、ジンジンは変な悲ひ鳴めいとともに、あわててライトノベルに戻った。しかし本が逆さかさまだ。


    「めめめめ──メリハリですね。ええはい。もちろんその言葉自体は知っていますとも。存じておりますとも。でも言葉が成立した経けい緯いまでは知りようがないですよ。人間字じ引びきじゃあるまいし。辞書の内容を丸暗記しているような人でもなかったらそんなの絶対即そく答とうなんて無理ですよ。あと先ほど僕がガン見しているとか言われたような気がしますが、たまたまそちらに視線が行っていただけでガン見していたと決めつけられしまうのは、すこしばかり遺い憾かんですね」


    「おもしろいね。これ」


    　霞かすみはジルにそう言った。ジルもこくんと首を折ってうなずく。


    「なに見てたの？」


    「いえ。そのつまりポッキーが──」


    「欲しかったんだ。はい」


    　ポッキーを一本手渡されて、ジンジンはようやく落ち着きを得た。かりかりこりこりと短くしてゆく。


    『メリとハリって。なんだかどっちも緊きん張ちようしてるカンジしない？　メリメリっと、ハリッとかいうカンジで？』


    「なるほどー。……難なん問もんだねっ」


    　霞は腕うで組ぐみをした。


    「ニホンゴ。むつかしい。」


    　ジルが肉にく声せいでそう言った。


    「検けん索さくしてみますか？　ネットですぐ調べがつきますよ」


    「つまんないよ。ジンジン」


    「そうですね。ＧＪグツジヨ部ぶ魂だましい失しつ格かくですね」


    「でもスマホ番長的には検索したいわけだよね？　スマホが役に立つということを示したいわけだよね？」


    「誰ですかスマホ番長って」


    「番長？　なにそれ誰それ？　つええ？　戦せん闘とう力りよくいくつ？」


    　ケンケンがくわっと話題に飛びこんできた。これまでの会話を聞いていないこと確実なのに、がっぷりと食いついてきている。


    「ケンケンってほんとそーゆー単語だけ反はん応のうするよね。その番長じゃないから。ＩＴ番長とかパソコン番長とかそっち系けいだから」


    「なんだ強くねえやつじゃん」


    「そういえばわたくし聞いたことがありますけど。ジルさんのお姉さまが、国語辞書を何冊も読どく破はなされているのだとか？」


    「そだた。」


    　聖せい羅らの言葉に、ジルは慌あわてて携帯を取り出すと──メールを打ちはじめた。


    「スマートフォンは禁止で携帯はＯＫですか」


    　スマホ番長がぶつぶつと文句を言っている。


    『えっとね──。「ゆるむことと張ること。特に、音おん声せいの抑よく揚ようや、演劇などで、せりふ回しの強弱・伸しん縮しゆくをいう」だって。大だい辞じ泉せんより』


    「〝ゆるふわ〟はメリのほうだったかーッ!!」


    　結論が出た。
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    匂い対決


    



    「ん？」


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　ぴょこんと、マンガ雑誌に向かっていたケンケンの顔が持ちあがった。


    　ケンケンは右を向いて左を向いて。そして目を閉とじて、鼻をひくひくと動かした。


    　しばらくして開ひらかれた目は、ぴたりと霞かすみの方角に据すわっていた。


    「カスミ。おまえガム持ってるだろ」


    「なっ──なによケンケンってば！」


    　霞はずばっと過か敏びんに反はん応のうした。スカートのポケットを手で押さえて、椅い子すを引いて、ずりずりとケンケンから距きよ離りを取る。


    　以前。あれは夏休み前のこと──。


    　霞はケンケンに襲おそいかかられたことがある。ガムのボトルをスカートのポケットに入れておいたら、ケンケンに襲いかかられてしまった。ポケットに手を突っこまれてしまった。そしてガムのボトルを持っていかれてしまった。ちなみに男だん子しはあんまり知らないことのようだけど、女じよ子しのセーラーのスカートのプリーツのひだひだの隙すき間まには、秘密のポケットがついている。


    　そして今日もたしかに霞のポケットには──たしかに、ガムのボトルが入っていた。


    「だけどなんでわかったの？　ケンケンってば」


    　霞はボトルを出しながら、そう尋たずねた。


    「そんなんニオイでわかるに決まってんだろ」


    「うそ。フタ閉しめてるし。わかるわけないよ」


    「わかるよ」


    「うっそだー」


    　霞は同意を求めるように、聖せい羅らとジルに顔を向けた。


    　聖羅からは肯こう定ていが返ってきて、それはまあ当然なのだが──。ジルのほうからは、なんだか、しゃっきりとしない表情が返ってくる。


    『わかるけど？　わたしも霞ちゃんがガム持って来ている日にはちゃんと気づいているよ？』


    「ほらなー。ふつー、わかんだろ」


    　ケンケンは胸むねを反そらせて、おおいに威い張ばった。


    「二人とも普通じゃないって。すごいって」


    「そうですね。普通わかりませんよ」


    「充分特技だよね。警けい察さつ犬けん並みだよね」


    「われをあがめよたてまつれよ！」


    　ケンケンは調子に乗っている。心が折れるときも早いが、調子に乗るときも早い。


    「でもジルさんとケンケンと、どちらのほうが鼻がよいのかしら？」


    　聖せい羅らが何なに気げなく口にした一ひと言ことが、部室の空気をがらりと塗ぬり替えた。


    　ケンケンはジルに対して、きっと、目を向けた。それからなにを思ったのか、上うわ履ばきを脱ぬいで、そして靴くつ下したを脱ぎはじめる。


    　その脱いだ靴下を、ジルに向かって、ぺいっとばかりに投げつける。


    　靴下はジルの胸むな元もとに当たった。落ちずに段差のある胸元にそのまま引っかかっている。


    「うわばっちい！」


    　当のジルよりも霞かすみのほうが慌あわてている。


    「ちょ──ケンケンなにするの！　女の子になに靴下投げてんの！」


    「しらねーのか？　外国じゃ、こーやって決けつ闘とうをもうしこむんだぜー？　おいジル！　おまえに決闘をもうしこむ！　ニオイ対決だーっ！」


    『いいよ。でも投げるのはたぶん手袋だし。昔のヨーロッパの貴族の一部であった風習っていうだけで、外国の人がみんなそうじゃないからね？』


    　柔にゆう和わに微ほほ笑えみながらジルはケンケンに靴下を返した。


    　匂い対決が始まった。急きゆう遽きよ同じガムを買ってきて、ボトルを二つにして机つくえの上に並べる。


    　まず第一段階。片方のボトルの中身を空からにして、中身入りと空のボトルを匂いだけで見分けるというテストは──これは、二人とも楽らく勝しようで合格。


    　つぎに第二段階。こんどはちょっと難むずかしく、中身が満まんタンのボトルと、半分だけのボトルとを見分けるというテスト。これまた二人とも余よ裕ゆうで合格。


    『テストになんないよ。霞ちゃん』


    「だな」


    「むむっ……。それなら！」


    　霞が頑がん張ばって考え出した第三段階のテストは──。超ちよう絶ぜつ難なん易い度どだった。


    「さていまボトルの中に、ガムが十粒つぶ入ってます！　その種類と個数を全部あててください！」


    『うーんと……』


    「かーっ！　きっちー！」


    　ジルとケンケンがそれぞれボトルの前にかがみこんで、鼻だけを動かす。


    「オレンジ二つぶ！　グレープも二つぶ！　あとレモンとグリーンアップルが三つぶずつ！」


    　ジンジンが答えを弾はじきだす。しかしジルの回答は違った。


    『霞ちゃん。数かず間違えてない？　十一粒あるよ。グレープは二つじゃなくて三つね』


    　ボトルを開あけて数かぞえ直してみると──。


    「ほんとだ」


    　第一回「ＧＪグツジヨ部ぶ匂い対決」はジルに軍ぐん配ばいがあがった。
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    おそばのたべかた


    



    　いつものお昼休み。いつものせまい部室。そしておべんとの日。


    「みんな、おべんと、持ってきていないね？」


    　霞かすみはわるだくみでもする顔で、皆に顔を巡めぐらせた。


    　皆からは、こくりこくりと、五つのうなずきが返ってきた。


    「本日のお昼ご飯はーっ！　おそばでーす！」


    　霞が諸もろ手てをあげて、そう宣せん言げんする。皆もおーっとばかりに盛もりあがる。


    　どんどんぱふぱふー──だとか、賑にぎやかしのアイテムでもあったなら鳴り響ひびかせていたところ。


    「失礼いたします」


    　がらりと戸を開ひらいて入ってきたのは森もりさん。押しているカートに載のっているのは、ぐつぐつ煮にえたぎるお湯と、おいしそうな匂いを立ちのぼらせる黒いスープ。重ねられたどんぶりやザルや割わり箸ばしなどもずらりと並んでいる。具のほうは天ぷら系を中心に色々とお好みにて。そして忘れてはならない薬やく味みは、ネギと本ワサビとウズラの卵。


    　カートの上にあるのは〝屋や台たいのお蕎そ麦ば屋やさんセット〟であった。


    「お嬢じよう様さま。ご所しよ望もうの品しな。お持ちいたしました」


    　一いち分ぶの隙すきもなくメイド服を着こなした森さんが、ぺこりとヘッドドレスを下げて見せる。


    「それではあとは若いほうに任まかせます」


    「あれー？　森さんもう行っちゃうのー？」


    　霞が引きとめるが、森さんは微ほほ笑えみを一つ残して帰っていってしまった。


    　かわりに〝若いほう〟──小こ森もりさんが、カートの向こう側がわに立つ。


    「へい。らっしゃい」


    　ねじりハチマキをした小森さんが、屋台のおじさんっぽく言ってくる。


    「さてジルちゃん。温あたたかいほうと冷たいほうとあるけど。どっち？」


    　霞はまず最初にジルに問いかけた。なにしろ本日の主役である。


    『寒いから温かいほう……と言いたいけど。でも今日はリベンジだから。冷たいほうで』


    「へい。ざるそば一いつ丁ちよう」


    　小森さんが言う。あいかわらずの無表情だが、きっと楽しんでる。ぜったい楽しんでる。


    「俺おれ俺俺。天ぷらそばにかきあげものっけて、あとタマゴいれて月つき見みにしてくれー」


    「これこれ。ケンケン。今日はジルちゃんの〝ぷちとっくん〟なんだから。あたしたちはあと。べつにおソバは逃げないから」


    「ちぇっ。──おいジル。はやく食えよな」


    『う、うん……』


    　ジルの前にはすでに「ざるそば」が出されていた。箸はしを構かまえてはいるのだが、そのままの姿し勢せいで固かたまってしまっている。手が出せていない。


    　ジャパニーズ文化に憧あこがれるジルではあるが、ソバを食べることは苦にが手てとしていた。


    　ようやく箸でソバをつまむ。器うつわを満みたした汁しるにつける。そして口くち元もとに運んでいって──。


    　くちびると箸先とを使って、口の中になんとか押しこもうと格かく闘とうする。


    「ちがうよ。ジルちゃん。ずずーって、すするんだよ」


    『できないよう』


    　片手で箸を扱あつかってソバと格闘を続けつつ、もう片方の手でさらさらとホワイトボードで筆ひつ談だんをする。口が塞ふさがっていても話ができてしまえる。筆談は便利だ。


    「わかりますわ」


    　と、深ふか々ぶかとうなずいたのは聖せい羅ら。


    「わたくしもお蕎そ麦ばとかラーメンとか。まえは苦手でした」


    『だよね？　だよねっ!?』


    　同意者を見つけてジルが勢いきおいづく。


    『スープの飲みかたとか厳きびしく教おそわるよねーっ。音立てて飲んじゃいけないって。音立てると手の甲こう叩たたかれたり、夕飯抜きになったり──』


    「ふふふ……。森もりはそんなものでは済みませんことよ」


    　聖羅が昏くらい顔で応おうじる。二人でトラウマを語りあう。


    『頭ではわかっているんだけど。……なんていうか。体が動かないっていうか』


    「ジルちゃん！　ファイト！」


    『うん。頑がん張ばる』


    「はやく食えよー。俺おれたちの番こねーぞー。昼休みおわっちまうぞー」


    『う、うん……、が、がんばる』


    「だめだよケンケン。女の子に優やさしくないよ。そんなんじゃジンジン失しつ格かくだよ」


    「なんで僕に飛び火してくるんですか」


    「俺は女にゃ優しいけど仁じんみたいにベタベタしねえから」


    「ちょ──いつ僕が女じよ子しとベタベタしていたっていうんだ。いくら健けん太たでも、その言葉には、名めい誉よのために反論させてもらうよ」


    「こらっ！　ケンケンもジンジンもケンカしないの！」


    『ねえほらいま音鳴ったよ？　鳴ったよね──いま？　ＺＺＺ──って、鳴ったよね？』


    「あっ。ごめんジルちゃん。聞いてなかった」


    「しどい」


    　ジルのとっくんは昼休みいっぱいかかった。
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    ＧＪ部さいごのひ①


    



    　白い駒こまが動いて黒い駒を取る。黒い駒が動いて、その白い駒を取る。


    　八かける八のマス目の切られた小しよう宇う宙ちゆうのなかで、まるでダンスでもするかのように、予定調和的な攻こう防ぼうが繰り返されてゆく。


    「あー。やっぱりジンジンってば強いねー。あたしぜんぜん勝てないやー」


    　まだ双そう方ほうに駒はだいぶ残っているのに、早くも霞かすみはそんなことを口にした。


    　いつもの放課後。いつものせまい部室。


    　机つくえの真ん中を大きく使わせてもらって、二人が広げているのは、折りたたみ式のチェス盤ばんだ。


    　六種類三十二個の駒が、八×八の盤上で繰り広げる指さし手のパターンは、無限からすこしだけ引いたほどもある。人の知性にはすこしばかり余あまるゲームで、いまだ必勝パターンは見いだされていない。ここ十年ほどは、コンピュータが最強の座に居いす座わっていたが、去年、人間代表の世界チャンピオンがその座を奪うばい返してきたとかこないとか。


    「そんなにたいしたことはないですよ」


    「またまたー」


    　軽かる口くちを交かわすその間あいだにも手の動きは止とまらない。おたがいにノータイムで駒を動かしあう。


    「単に脳のう内ないマクスウエルの囁ささやく通りに駒を動かしているだけですから。僕はプレイヤーというよりは駒を動かすだけの自動装置という感かん覚かくですね」


    「なに言ってんのかわかんないけど……。はい。これで最後。あたしの負けー」


    　霞が「あたし勝てないや」と口にしてから十数手も駒を動かしてから、ようやく盤ばん面めんの現実が、二人の脳内にあった局きよく面めんに追いついた。


    　チェックメイト。十数手前に、二人がすでに知っていた通りに、霞の負けとなる。


    「お兄ちゃんになら、あたし、いつも勝てるのに。ジンジン最近強くなりすぎ」


    『ほんと。ジンジン君。すっごく強くなったねー。前はわたしでも勝てたのにー』


    「師し匠しようがいいんですよ。きっと」


    　ジルに褒ほめられてもジンジンは謙けん遜そんで応おうじる。


    「ケンケンもやる？」


    　──と。霞は横に顔を向けた。めずらしくケンケンがマンガを読んでいない。なにか珍めずらしいものでも見るような顔を、じーっと霞に向けている。


    「俺おれはゲームはやんないんだ」


    　ケンケンはぷいっとそっぽを向いた。


    「ケンケンのやらないのは電気で動くゲームでしょ。これ電気つかわないよ？」


    「でもやんないんだ」


    「そっかー。ケンケンはゲームの不天才だもんねー」


    　きっと負けると悔くやしいからやらないのだ。霞かすみはそのへんちゃんとわかっている。


    「ねえこもりん……なんかやる？」


    　霞は小こ森もりさんに話しかけた。めずらしくサスペンドしていなくて、こっちを見ていたからだ。


    　小森さんは首を横に振って、そして付け加えてきた。


    「ちんちろりんと丁ちよう半はんでしたら昔は鳴らしたものですが。──あと小森ですが」


    「それ教えてー」


    「あれはハマってしまうと大変ですから。花はな札ふだがいいと思います」


    「ねえジンジン。つぎはわたくし……。いいかしら？」


    　霞と小森さんが小さな札ふだを広げるその脇わきで、ジンジンの相手に聖せい羅らが名乗り出ていた。ジンジンは余よ裕ゆうさえ見せてゆったりと応おうじる。


    「でも天あま使つか先せん輩ぱい。囲い碁ごならともかく、チェスだったら負けませんよ」


    　もともとこの部室は、聖羅が囲碁の勝負で手に入れたものだった。


    　部室を持っていなかったＧＪグツジヨ部ぶが、男だん子し囲碁部と〝部室〟を賭かけて勝負を行おこない、手に入れたものだった。男子囲碁部が三連敗しても負けを認めず、助すけっ人とに呼んできたその相手は、プロを目指している院いん生せいだとか、何段だとかで──それでも聖羅は勝ってしまったのだった。


    　つまりジンジンと聖羅の対決は、事実上のＧＪ部最強王座決定戦である。


    「心配ご無用。赤あか子ごの手をひねるようにあっさりと勝ってみせますわ」


    「このあいだ赤子に手を掴つかまれてましたけどね」


    「言ってらっしゃいな。──ホウヘンハウエル卿きよう。出番ですわよ」


    　聖羅はなにかをつぶやくと、狐きつねのお面めんを正しよう面めんに被かぶった。その瞬間、雰ふん囲い気きががらりと変わる。


    　二人のチェス対戦がはじまる。初しよ手てから数すう手ても過ぎてゆくと、ジンジンの顔から笑みが消えた。ジンジンの駒こまばかりが一方的に取られてゆく。


    「ねえセラちん」


    《なんですの？》


    「それってズルじゃない？　中なかの人と変わったらダメだよきっと」


    「霞さんがそう言うのでしたら」


    　聖羅は狐面を外はずした。いつもの定てい位い置ち──横掛けに戻す。


    「えっと……。ぽ、ぽーんって……、前に動くんでしたっけ？」


    　さっきまでの強さはどこへやら。狐面を外した途と端たんに駒の動かしかたさえも怪あやしくなる。


    　序じよ盤ばんの不利をあっさり挽ばん回かいして、ジンジンがチェックメイトを掛けるには、それほどの時間は必要ではなかった。


    「たのもー!!」


    　そんな声が戸の外そとの廊下から聞こえてきたのは──その時だった。
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    ＧＪ部さいごのひ②


    



    「たのもーっ!!」


    　ふたたび部室の外そとから声が響ひびく。


    　だれ？　と眉まゆを顰ひそめあっていた皆だったが──。


    「はーい」


    　霞かすみが動いた。戸を開あけにゆく。


    「たのもおぉ!!」


    「うるさーい!!　聞こえてまーす!!」


    　がらりと開ひらいた戸の向こうで、野の太ぶとい胴どう間ま声ごえを張りあげていたのは──。


    「だれだっけ？」


    　霞は首を傾かしげた。見み覚おぼえがあるような……。ないような……。


    　しかしこんな変な外がい見けんの人には覚えがない。そこに立っていたのは、山ごもりから帰ってきたばかりと表現するのが、ぴったりに思える少年──いいや、〝男〟であった。


    　髪は乱みだれ放題。足あし元もとは裸足はだし。そして着ている服はといえば──。


    「空から手て部ぶ？」


    　男の着ているのはボロボロの道どう着ぎだった。元もとは白いはずなのに、白が白く見えないほど薄うす汚よごれている。聖せい羅らがこのあいだハマってた格かく闘とうゲームに、こんな人、でてきていたような……？


    　男は筋きん骨こつ逞たくましい。胸むな板いたも分ぶ厚あつい。ジルちゃんじゃないけど。熊くまくらい倒せそう。


    「囲い碁ご部ぶだ！」


    　霞の肩ごしに、男は室内に向けて指を突きつけた。肩かた越ごしに伸びるその腕うでは、丸まる太たくらいの太さがあって──。指だってまるでバナナで──。


    「そこの女！　忘れたとは言わさんぞ！　おまえに負けた俺おれが──!!　いったいどれほどの地じ獄ごくを見たか！　貴き様さまを倒すため！　俺がどれほどの修しゆ行ぎようを積んだか！　おまえは知るまい！」


    　男に指差された聖羅は、黒くろ髪かみを振って周囲をきょろきょろと見てから、自分の顔を指差した。


    「あーあー！　あー！」


    　霞は手のひらを、ぽんと打ち鳴らした。


    「あの院いん生せいのっ！　──囲碁部の助すけっ人とくんだ！」


    「見ればわかるだろう！」


    「見たらわかんないよ！　まえは眼鏡めがねでぜんぜん細くて出っ歯だったのに！」


    「出っ歯は余よ計けいだ！」


    「たくましくなっちゃったねえ。〝俺〟とかゆってるし。前は〝僕〟だったのに。あれ？　だけど眼鏡は？」


    「あれは元もとから伊だ達てだ！」


    「ダサっ」


    「ほっとけ！　──そんなことよりも勝負だ。さあさあ！　いざ尋じん常じように勝負しろ！」


    「だけどもう勝負ついてるよ？　あの時、そっち負けて決着ついたし。二度はやんないよ」


    「なにをいう。再さ来らい年ねんまた来いと、おまえは捨て台詞ぜりふを言ったろう。だから再来年になったから来てやったのだ」


    「ん？　ああそっか。一月になったから……、ひの……、ふの……、うんまあ。たしかに再来年になってるけど……。でもね？　そんなコト言っては──」


    　霞かすみの言葉を、男はスマートフォンを出して遮さえぎった。


    『──へへーんだ！　再来年またおいでーっ！』


    　スマートフォンから響ひびいてきたのは──霞の声。


    「あたしだ。言ってた」


    　霞はいったん戸口から引きあげてきた。


    　道どう場じよう破やぶりならぬ〝部室破り〟にお尻しりを向けて、皆でこしょこしょと作戦会議。


    「なんだアイツ？　俺おれがぶっ飛ばしてやろーか？」


    「ケンカはだめだよ。ケンケン」


    「四しノの宮みや先せん輩ぱい。慣かん用よう句くの使い間違いですよ。そこは〝おとといおいで〟と言うべきところだったんじゃないんですか？」


    「そうなの？」


    『再来年こいと言われたから、再来年に来ちゃったんだねー。あの人』


    「あああ──あたしのせいっ!?　こここ、これってあたしのせい!?」


    「排はい除じよいたしますか？　三秒ほどください」


    「だからこもりんも物ぶつ騒そうなこと言っちゃダメ。秒びよう殺さつしちゃったらダメっ。それじゃケンケンとおんなじだよ？」


    「それは嫌いやですね。あと小こ森もりです」


    「い、いやって……」


    「どどど──どうしようどうする？　だけど部室を奪うばい返す決けつ闘とうだとか……。これってなんかすっごく……ＧＪグツジヨ部ぶだよね？　これ受けなかったらＧＪ部のコケンとかに関かかわっちゃうよね？」


    「霞さんが部長なのですから霞さんが決められるべきですわ」


    　聖せい羅らの声がした。皆の顔も、霞に向けられていた。


    　霞は勇気づけられた。そして〝部長〟として決断を下くだした。


    「そっか。セラちゃんいるんだから安心だねっ！　またやっつけちゃえばいいんだーっ！」


    　そしてくるりと振り返ると──戸口で待っていたその男に、びしっと指を突きつけ返した。


    「よよよ……!!　よーしっ!!　その勝負ーっ!!　受けた──ッ!!」
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    ＧＪ部さいごのひ③


    



    　ぴゅううぅ～と、北風が吹いている。


    「さむいよう。ひもじいよう」


    　かじかむ手に、ふーふーと息を吹きかける。


    　寒さむ空ぞらのもと──。コンビニの前で身を寄せあうようにして、霞かすみたちは六人でしゃがみこんでいた。冬の夜は早い。まだ部活をやっているような時間だというのに、あたりはすっかり真っ暗だった。


    　ぴろぴろーん、と音が鳴ってコンビニのドアが開ひらく。


    　人の出入りがあると、ふわっと暖かな空気が一瞬だけ漂ただよってくる。そして美お味いしそうな肉まんのにおいなんかも──。


    「ケンケン。だめっ」


    　ふらふら～っと、ついていきそうになっていたケンケンの首根っこを引っつかむ。現実へと引き戻す。袋いっぱいの肉まんがいかに美味しそうであったとしても、だめなのだ。それは人のものなのだ。


    　現在の所持金は十円玉が七枚と、一円玉が三枚。肉まん一個も買えはしない。昨日まではカラオケボックスが部室がわりだったが、今日になって、ついにお小遣いも尽きた。


    　ケンケンが涙目になって「くう～ん」と上うわ目め遣づかいになって見上げたら、そりゃ、あの高校生のお姉さんも肉まんの一個くらいめぐんでくれるかもしれないけど。しかしいかに路ろ頭とうに迷まよい、「家なき子」になっているとはいえ──。やってはいけないことというものがある。人として。


    「霞さん。そこ〝家なき子〟ではなくて〝部室なき子〟だと、わたくし思いますわ……」


    　聖せい羅らがぐすっと洟はなをすすりながらそう言ってきた。


    「あたし口に出してた？　どっからしゃべっちゃってた？　ごめんね。なんかぼーっとして」


    「お気になさらず」


    　ほっぺたもくっつくかという勢いきおいで、ぎゅーっと身を寄せあう。小こ森もりさんもまじえて女の子四人でしっかりと抱きあって暖だんを取る。


    「先せん輩ぱい方がた……知ってますか？　マッチ売りの少女は、こんなとき、マッチを擦すって暖を取ったそうですよ。……ああ。マッチの一本でもあればなぁ」


    「ジンジン！　しっかりしてジンジン！　だめだよ寝ちゃだめだよ！　死んじゃうよ！」


    　肩を掴つかんで、がくがくと揺ゆさぶる。もはや女じよ子しだの男だん子しだのと言っていられない。ジンジンとケンケンの首っ玉も引き寄せて、六人でしっかりくっついて固かたまる。そうやって寒さに耐たえる。部室を失ってしまった哀かなしみに耐える。


    　部室を賭かけた囲い碁ご勝負は──聖羅の〝負け〟に終わった。


    　山ごもりの修しゆ行ぎようのおかげで相手が強くなっていたからではない。むしろ前よりも弱くなっていた。太すぎる指で違うところに石を置いてしまう〝お手つき〟だって何度も繰り返していたくらいだ。


    　敗はい因いんはただひとつ。聖せい羅らが狐きつね面めんをかぶらなかったせいだ。


    「ごめんなさい。霞かすみさん」


    　聖羅がいきなり謝あやまってきたので、霞はびっくりした。それからギョッとなった。


    「ええっ!?　あたしまたなんか口走っちゃってたっ!?　ごめん！　ごめんね！　あたしこそごめんね！　べつにセラちゃんのこと責せめてるんじゃないの！　──ないんだよっ？」


    「いいえ。わたくしが悪いんですわ。ズルをしてでも勝ってしまえばよかったんです」


    　小こ森もりさんがこくこくとうなずく。小森さんは聖羅のコートの背中にピターッとくっついている。体温をぜんぶ聖羅に譲ゆずり渡すかのような勢いきおいだ。


    「本ほん因いん坊ぼう秀しゆう策さくが出せと言っていたのですから、憑ひよう依いさせてチェンジしておけばよかったんです。わたしが自分で打とうとしたから……」


    「なに言ってんのかわかんないけど。やっぱりセラちゃんのせいじゃないよ。やっぱりあたしのせいだよ。前のときにきちんと〝おっとっとで来い〟って言っておけば──」


    「一昨日おととい来いです。四しノの宮みや先せん輩ぱい」


    「ごめんね。ごめんねごめんねっ。アホの子でごめんねっ」


    『みんな寒くない？　へいき？　わたし。寒いの慣れてるからもっとくっついて』


    　ひとりジルだけは寒さは堪こたえていないが、それでも顔を曇くもらせている。


    　部室を失うしなったことは、それほどショックだった。


    　ずっと一年も過ごしてきた、思い出の詰つまった部室は──もうないのだ。


    「う……、うっ……、ううっ……、う──うわーん！」


    　誰から泣きはじめたのかは、よくわからない。とにかく霞は大声で泣いた。皆で貰もらい泣きで、全員で泣いた。最初に泣いたのは、あれは、ぜったいに男だん子しだ。男子ってすぐ泣くから。


    　みんなでぐすぐすと泣いている。コンビニを出入りする人たちは、ちらりと目線を送ってはくるが、そのまま立ち去っていってしまう。


    　霞たちは延えん々えんと泣きつづけた。


    　うつむいて、ぽたぽたと地面に黒い点を作っていた霞の視界に、ブーツの爪つま先さきが入ってきた。


    「──どうしたんだい？」


    　声が聞こえた。


    　霞は顔をあげた。目を何度も擦こすって涙を追いやる。ようやく像ぞうが結むすばれて相手の顔が見える。


    「しおんさあぁ──ん！」


    　知りあいの顔を見た瞬間──。霞は飛びついてしまっていた。


    　タックルする勢いで飛びついて、顔を擦りつけ、コートに涙と鼻水をなすりつけた。
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    ＧＪ部さいごのひ④


    



    「ここは私のセーフハウスでね」


    　マグカップが人数分並んでいる。温あたたかなカフェオレが湯ゆ気げをあげている。


    　コンビニからすぐ近いマンションの一室に、霞かすみたち六人は連れてこられていた。


    　エアコンのあげるかすかな音と、洟はなをすする音だけが部屋に満みちている。


    　暖かな部屋に入れてもらえても、冷え切った体はなかなか温まってくれない。


    　霞たちを助けてくれた彼女の名は皇すめらぎ紫し音おん。


    　高校のほうのＧＪグツジヨ部ぶのＯＧで、現在は大学に通かよう女じよ子し大生だ。ケンケンを除のぞいた面めん々めんにとっては初しよ対たい面めんではなく、旧きゆう知ちの間あいだ柄がらだ。


    　中学生の霞たちから見ると、彼女はすごく大人おとなっぽくみえる。私服はひどく大人っぽいし。何部屋かあるこのマンションの一室は、すべて彼女の所しよ有ゆうだというし。


    　霞たちもこの部屋に入ったのが初めてで、まだ緊きん張ちようが解とけなかった。


    「しかし京きよう夜や君はけしからんな。妹君が寒さむ空ぞらのもとで震ふるえているというのに、助けに来ないなんて。ナイト失しつ格かくだね」


    　コーヒーをブラックで口に含ふくんで、彼女は言う。


    「しかしですね師し匠しよう。知らせていないのですから、来れるはずはないわけで……」


    　彼女のことを〝師匠〟と呼んだのはジンジンだ。


    　週一でチェスを教えてもらいに出かけている。ジンジンがめきめきと上じよう達たつを見せているのはそのせいだ。


    「そんなことは関係ない」


    　彼女はぴしりとそう言った。


    「──知っていようが知っていまいが。いないという時点で失格だよ。キミも男の子だったら、いずれ恋人ができた時に、そうでなければならない。覚おぼえておきたまえ」


    「はあ。そういうものですか」


    「なーなー。このカッケーねえちゃん……。なにもの？」


    　初対面のケンケンが、ジンジンの背中の後うしろに隠かくれつつ──彼女のことをこそーっと見ている。


    「キミがケンケン君だね。話には聞いているよ。本当にカワイイね。──ああそうそう。京夜君からキミに言こと伝づてなんだけど。こんど会ったら一発ぶん殴なぐらせろと──」


    「ひいっ」


    　ケンケンは小こ森もりさんの後ろに隠れた。


    　それを見て彼女は、くすくすと笑いたてた。「ホント、カワイイね」と目め尻じりを拭ぬぐいながら言っている。


    「お兄ちゃんは……カンケーないもん。だから言ってないもん！　これはあたしの……あたしたちの問題だもん。あたし部長だもん。だからあたしがしっかりしてなきゃならな……、ならなくて……、ならない……だも……う、うわ～ん！」


    「よしよし」


    　また泣きそうになった霞かすみを、抱き寄せて、彼女は頭を撫なでた。


    「そろそろ話してくれまいか。いったいなにがあったのだろうか？　それは私に力になれることかな？」


    　落ちつくまで数分ほど経たって──。


    　霞たちはすべてを話した。


    　かくかくしかじか。これこれあれそれ。


    「なるほど。部室を奪うばい返されてしまったわけか。囲い碁ごの勝負で」


    　──と。そこで彼女の目が咎とがめるように〝弟で子し〟へと向く。


    「チェスだったら僕がさしたのですけど……。勝負は囲碁でしたから」


    「つぎからは囲碁のほうも見よう。とりあえず人じん類るい一いちくらいまでは鍛きたえておくかな」


    「ひいーっ」


    　ジンジンがオーバーに怯おびえてみせて──。ようやく皆の顔に笑顔が戻ってくる。


    「そうだ。そろそろ食事にしないか？　今日は皆に私のとっておきを振る舞うよ」


    　食事と聞いて、誰かのお腹なかが、現金なことに、ぐーっと鳴った。


    　顔を赤らめて伏せているのは──霞とジルの二名であった。


    「これを見てくれ」


    　彼女は立ちあがると、リビングから続いている部屋のドアを開ひらいた。いくつもあるドアを次々と開あけ放はなってゆく。


    「さあ──。どれでも好きなものを食べてくれたまえ」


    　四つあった部屋のすべてに──びっしりと、床ゆかから天てん井じようまで、〝カップ麺めん〟が積み上げられていた。


    「見てくれたまえ。現在、日本に出回っているすべての種類がある。どの銘めい柄がらも二十年分ずつの備び蓄ちくがある。ここは私のセーフハウスなんだ。いつでも好きなだけカップ麺を食しよくすることができるんだ」


    「あの……師し匠しよう。カップ麺の賞しよう味み期限って、半年くらいなんですけど。二十年は持ちませんよ。こんなに買ってどうするんですか」


    「なんと！」


    　彼女はいま知ったかのような顔でショックを受けていた──いま知ったのだろう。


    　初代〝残念なイキモノ〟の残念っぷりを霞たちは見た。
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    ＧＪ部さいごのひ⑤


    



    「霞かすみさん。どうされます？」


    　皇すめらぎ紫し音おんの〝セーフハウス〟からの帰り道──。


    　皆で一ひと塊かたまりとなって歩いているとき、聖せい羅らが霞にそう訊きいた。


    「うーん……」


    『どうするの？　霞ちゃん？』


    　ジルもそう訊いてくる。


    「うーん……」


    「どーすんだよ。あの残念なねーちゃんのとこにすんのかー？　ラーメンあるから、俺おれ、それでもいーけど」


    　ケンケンも訊いてくる。


    「うーん……」


    「残念残念って皆でなんですか。師し匠しようは残念じゃないんです。カワイイんです。コタツに入ってるときの姿とか見ましたか。見ましたよね？　ならわかりますよね？」


    　ジンジンは反論している。熱ねつ烈れつに主張している。


    「私は。べつに。皆様についてゆくだけです」


    　小こ森もりさんは淡たん々たんとそう言った。


    　霞の手の中には、一本の合い鍵かぎがあった。「この部屋を部室がわりに使ってくれて構かまわない」と、彼女から渡されたものだった。霞たちが部室を失うしなったと聞いた彼女は、自分の〝セーフハウス〟を提供すると快こころよく申し出てくれた。カップ麺めんを片付ければ一室ぐらいすぐに空あくからと。一室とはいわず四室ともすべて片付けたほうがいいと思うが。


    　しかし霞は迷まよっていた。それでいいのか？　そうしたほうがいいのか？


    「ＧＪグツジヨ部ぶ魂だましいって……あるよね」


    「うん。そうですわね。霞さん」


    　霞のつぶやきに、聖羅が言葉を返す。


    「Yes,Kasumi.」


    「おお。わかるぜ。カッケーやつな」


    「僕はただの一度も説明を受けた覚おぼえはありませんが。──ええ。ありますね」


    「それを誰も定義されたことはないと思いますが。──ええ。肯こう定ていです」


    　ジンジンと小森さんも、それぞれにコメントを加えた上でうなずいた。


    「うん！」


    　霞は迷いが吹っ切れた顔で、うなずいた。


    　そしてくるりと踵かかとを軸じくにターンした。紫し音おんさんのマンションの方角に向けて、ずびっと──瓦かわらが十枚くらい割れそうな勢いきおいで、頭を下さげた。


    「ごめんなさーい！　紫音さん！」


    
      ＊

    


    　数日後──。


    「よしっ！　こっちゾウキン掛けー！　おわったよー！」


    　三さん角かく巾きんで髪をくくった霞かすみは、屋根の上に声を投げた。


    「屋根も直りましたよ。ほら見てくださいよ。健けん太たがこんなに上じよう手ずに釘くぎを打って──」


    「──おめー。なんにもやってねーじゃん。女みたいにキャー、ワー、言ってただけじゃん」


    　ケンケンとジンジンが、プレハブ小屋の屋根の縁ふちから、ひょいと顔を出してくる。


    　本日の部活動は大おお掃そう除じ。


    　女じよ子しは小屋の中の掃除、男だん子しは小屋の外そと側がわの修理──と、手分けをして〝部室〟を大々的に整備中だった。聖せい羅らも文句ひとつ言わずに働いている。森もりさんも召しよう喚かんせず、小こ森もりさんに言いつけることもなく、ジャージ姿になって、きちんと自分の手でゴミを集めて部室の外に運び出している。


    　校庭の片かた隅すみに、使われていないプレハブ小屋が立っていたのだ。


    　もとはなにかの部室だったそうだが、いまはすっかり物置となってしまっている。


    　霞が部長として、先生たちに頭を下げて──あるいは聖羅が黒く脅おどして政治力を発はつ揮きしたりして、ＧＪグツジヨ部ぶの〝部室〟として使うことを許きよ可かしてもらった。


    　部室を失うしない──。


    　放ほう浪ろう生活を続け──。


    　紫音さんの嬉うれしい誘ゆう惑わくを断ち切り──。


    　そして手にした念ねん願がんの〝部室〟だった。自分たちの部室だ。


    「下おわったかー？」


    「おわったよー」


    　屋根から降りてきた男子たちと合流する。


    　すっかり綺き麗れいになった部室の前に霞たちは整列した。なぜか全員、腰こしに手を当てて、仁に王おう立だちになっている。


    　ただ広いだけで、な～んにもない〝部室〟だった。それがただひたすらに誇ほこらしい。


    「ほら。写真撮とらなきゃはじまりませんよ」


    　ジンジンがカメラをセットする。


    「ぶいっ！」


    　シャッター音に向かって、全員でＶサインをした。
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    あとがき


    



    　中等部がはじまって最初の冬です。そして霞かすみたちにとっては試練の冬です。


    　どんなふうに試練なのかは……。本編のほうをご覧ください。


    



    　ＧグツＪジヨ部ぶを無印からずうっと読まれてきた方も、中等部からの方も、アニメから来られた方も、はじめましての方も、はじめましてではない方も、皆さんこんにちは。作者の新あら木きと申します。


    　ＧＪ部のあとがきでは、毎回、「取り扱い説明」から入ることになっています。


    　本書は「四コマ小説」です。ゆるふわな中学生ライフが満載された、全三十六話の読み物です。通勤通学の友にどぞ。授業の合間の癒いやしにどぞ。一駅区間や授業の合間の中休みにマジ読めたぜと、使用者からの報告も相次いでおります。


    　さて突然ですが、ここでニュースがあります。


    　良いニュースと良いニュースと良いニュースとがあるのですが……。どれからお聞きになられますか？　ええはい。良いニュースのほうからですね。そう言われると思ってましたーっ♪


    　一つ目はもちろんアニメ化の件です。皆さんがこのＧＪ部中等部四巻をお手にされる一月中旬には、ちょうど第二回が終わったあたりでしょうか。日本テレビほかにて放送中です。なお放送していない地域の方も、日テレオンデマンドで見れますよー。


    　新木はアニメの制作初期から数か月間。ほとんど皆勤賞かという勢いで制作会議やアフレコスタジオにお邪じや魔まさせていただいております。最近はキャラの喋しやべる脳内ボイスが、すっかり声優さんたちの声になってまいりました♪


    　つぎに良いニュース二つ目ーっ♪　アニメ化に合わせまして、「月刊サンデーＧＸジエネツクス」二〇一三年一月号より、ＧＪ部コミカライズが連載中です！　マンガを描くのは、なんと、あるやさん御本人です！


    　そして良いニュース三つ目……っと。おっと。このへんで紙面が尽つきてしまいました。今回のあとがきは二ページだけなのですよー。詳細はこのあとがきが終わったつぎのページにあります！　見て見てプリーズ！


    　最後は、恒こう例れい、のご案内です。アンケートなどやってます。来て見てプリーズ。


    ↓携帯電話の方はこちらからどうぞ


    http://www.araki-shin.com/araki/keitai.htm


    ↓パソコン専用ページ（右記携帯向けアドレスも入室可能です）


    http://www.araki-shin.com/
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    新木　伸


    Shin Araki


    



    ゆるふわ四コマ小説から、バトル、萌え、ＳＦ、ラブコメ、エロコメ。あらゆる路面に挑戦を続けるマルチパーパス作家。キャラクター小説であればなんでも書きます。最近、お引っ越しを計画中。こんどの引っ越し先はいまよりもっとヘンピなところ？　でも１部屋増えるヨ！
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    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。
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